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　　　　　　　　　国連高等難民弁務官エルワック事務所でのmeeting

主要トピック
アジア多国籍医師団準備委員会報告(13)
　　なぜ今ＮＧＯ(国際民間協力団体)なのか(菅波茂先生)
　　ソマリア難民緊急救援医療プロジェクト(国井修先生)
　　カンボジア難民本国帰還緊急対応医療プロジェクト(桑山紀彦先生)
　　ブータン難民緊急救援医療プロジェクト(山本秀樹先生)

ビシュヌ村成人識字教育プログラム(山本秀樹先生)
国際医療情報センター便り(小林米幸先生/中西泉先生／香取美恵子氏)

外国人医療セミナー(岡山)
第２回日一タイ医学交流プログラム(菅波茂先生)
バングラデシュージャパンーフレンドシップ病院支援をお願い(菅波茂先生)

岩手便り(岩井くに先生)
ベトナム便り(遠田耕平先生)
事務局便り
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　　　　　ご案内

Bette1･Nledidne for BelterFuturein Asia
1979年タイ国にあるカオイダンのカンボジア難民キャンプにかけつ
　りたトちの医師と2名の医学生の活動から始まっています。

（現状）アジアの参加国は13力国士会員数は日本200名。アジア各国総数400

　　　　名

。アジア各地で種々のプロジェクト，フォーラム等を実施中。

（本部）岡山市楢津310- 1 菅波内科医院内（電）086-284-7676（Fax）086-284-6758
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ｱロｼﾞ呈ク目鰐介（参加希望者は本部までヽご連絡ください）

　（国内）

在日外国人医療プロジェクト

　1991年4月口口にΛＭＤＡ国際医療情報センターを設立。在日外国人をはじ

めとする関係名からの医療に関する電話相談

，

受け入れ医療機関の紹介
，シ

ンポジウム

，

セミナーの開催などを行なっています。

　（海外）

ソマリア難民救援医療プロジェクト

　1993年1月よりケユヤ国内／ジプチ国内／ソマリア本国難民救援医療活動を

AMDA｡JaPan,AMDΛ-Ballguradesh,AMDA-lndia,AMDA-Nepaレ合同で開始。

カンボジア難民本国帰還緊急対応医療プロジェクト

　1992年7月よりタイから帰還するカンボジア難民対応した緊急医療活動を

AMＤA-Japnの指導下に実施中。

ミャンマー難民緊急救援医療プロジェクト

　　1992年3月よりバングラデッシュに流入しているミャンマー難民にAMDA-

Bangladeshの指導下にΛMDA-JapanとＡＭＤＡ-Ｎｅｐａｌの３力国が国際合同緊急救援

活動を実施中

｡

ブータン難民緊急救援医療プロジェクト

　1992年6月よりネパールに流入しているブータン難民にＡＭＤＡ-Ｎｅｐａｌの指導

下にΛMDAjapa11,の２力国が国際合同緊急救援活動を実施中。

ピナツボ火山噴火被災民救援プロジェクト

　　1991年11月よりフィリピン支部のルソン島ピナツボ火山噴火被災民キャ　ン

プ医療活動へ医薬品援助と共に医師およびヘルスワーカーを派遣。

ネパール王国ビスヌ村地域医療プロジェクト

　　1991年ﾌ月からネパール支部のビスヌ村農村の地域医療推進活動へ医療用

ジーブ寄贈とともに医師等を派遣

。ＡＭＤＡネパールクリニック開設。

肺皆箭謳攘錐厳醵捕柵灘

　1993年5月に創設／展開予定

。アジアの自然災害や難民等の緊急時に瞬敏に

対応できる全支部（13力国）から構成されるアジア多国籍医師団設立子定。
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（ＡＭＤＡ日本支部）

701-12岡山市楢津310一1菅波内科医院内　アジア医師連絡協議会

　　(Tel)0862-84-7676(Fax)086-284-6758

役員 代表

副代表

菅波茂（菅波内科医院）

小林米幸（小林国際クリニック）
国井修（国保栗山診療所）

プロジェクト実行委員長 中西泉（町谷原病院）

　　　　　　ソマリアプロジェクト委員長　　国井修（国保栗山診療所）
　　　　　　カンボジアプロジェクト委員長　桑山紀彦（山形大学精神科）

　　　　　　ネパールプロジェクト委員長　　山本秀樹（岡山大学公衆衛生）

　　　　　　伝統医学プロジェクト委員長　　朔元洋（さく病院）
　　　　　　健康教育プロジェクト委員長　　三宅和久（宇治徳州会）

　　　　事務局長　　　　山本秀樹（岡山大学公衆衛生学教室）

　　　　事務局次長　　　津曲兼用（菅波内科医院）

　　　　事務局　　　　　（常勤）岡崎洋子、成渾貴子
　　　　　　　　　　　　（非常勤）岡崎清子、片山新子、消耗幸子

　（ＡＭＤＡ国際医療情報センター）154東京都世田谷区新町2-7-1横尾ビル201

　　　　　　　（Te1）03-3706-4243､7574（Fax）03-3706-4420
役員　　所長　　　小林米幸（小林国際クリニック）

　　　　副所長　　中西泉（町谷原病院）

　　　　事務局長　　香取美恵子
　　　　事務局　　　田中里恵子／中戸純子（常勤）後藤朋子（非常勤）
幽顧嫂藤

　日本、韓国、台湾、香港、フィリピン、インドネシア、タイ、マレーシア、

シンガポール、インド、バングラデッシュ、ネパール、スリランカ、

パキスタン（近日中参加予定）
娼訟端磁訟寵畝画嚢襄法

　郵便振替用紙にて所定の年会費を納入してください。平成５年１月より。

　　　　正会員１５０００円（医師に限る）

　　　　準会員７５００円（医師以外の社会人の方）

　　　　学生会員５０００円（学生に限ります）
ただし、会計年度は４月一翌年３月です。入会の月より会報を送付致します。

振替先：郵便振替口座「アジア医師連絡協議会：岡山5-40709」

なお、会費と共にＡＭＤＡプロジェクトのためにカンパをお寄せになる方は振

替用紙の通信欄に「０００プロジェクトのために」などとご記入ください。
漏細躇聳繭祗庸衡斟嘩謙栗賜席灘廉籍顛鄭範源翻囮順簸謳圃彩

　各種ビデオがあります。ご希望の方は下記にお問い合わせの上現金を現金

書留で下記にお送りください。
　　　242神奈川県大和市西鶴間3-5-6-110小林国際クリニック　小林米幸
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ＮＧＯ地方の時代化の促進を

　　　　　　　　　　　　代表　菅波茂先生

　ＮＧＯ（国際民間協力団体）は市民によって構成され人道主義に基づいた

活動を行なうのが原則です。現在、日本には約２００強のＮＧＯがあります
が、そのＮＧＯの８０％が東京に本部をおいています。日本の人口約１億人

のうち東京人口は約１千万人としたらその比率は１０％です。人口１０％の

ところに８０％のＮＧＯが本部をおいているという現象は正常か異常かとい
うことになります。

　結論は「異常」ということです。なぜなら市民がいないところにＮＧＯ活

動はありえないからです。したがって、日本における現況のＮＧＯ活動は東

京および近辺在住の市民によって担われているということになります。これ
はかなり事実を反映しています。

　では、なぜ東京に本部が集中しているかということを考えなければいけま

せん。それは下記の理由が考えられます。
　　　　］｡）情報が得られ易い。

　　　　２）広報効果が商い。

　　　　３）意識の高い市民が多い。

　１）の情報が得られ易いというのは助成団体と海外関連団体の本部が集中
　　　しているということです。

　２）広報効果が高いということは「東京から全国発信」というメディア体
　　　制があるということです。

　３）意識の高い市民が多いということは逆説的な見方ですがＮＧＯ本部が
　　　多くてＮＧＯ活動に触れる機会が多いということも考えられます。

　以上の３項目はＮＧＯ活動を推進することに方法論として有利であっても

ＮＧＯ活動そのものではありません。ＮＧＯ活動の基本はあくまで市民の参

加です。９０％の市民がいる東京以外の地域（地方）が主役にならなければ
いけません。ＮＧＯ活動に参加することによって意識の高まりがあります。

またＮＧＯ活動を身じかに感じることによって参加する可能性がでてきます。

　ＮＧＯ活動は本部が東京になければ不可能かという疑問に対しては「はっ

きりとノー」と言いきることができます。

　日本のＮＧＯの将来を考える時、地方の９千万の市民によって支えられた
活動になれるかどうかがキーポイントです。東京以外の地方に本部のあるＮ
ＧＯの育成を真剣に考える時です。

　日本全休に人道主義に基づいた国際貢献の方法論を拡大するためにです。
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日
本
青
年
会
議
所
（
日

本
Ｊ
Ｃ
、
岡
田
伸
浩
会
頭
）

の
第
四
十
二
回
全
国
会
員

大
会
が
、
今
年
九
月
二
十

九
日
か
ら
十
月
三
日
の
五

日
間
、
岡
山
市
大
内
田
の

コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
岡
山
を
メ

ー
ン
会
場
に
開
か
れ
る
。

岡
山
市
で
の
開
催
は
昭
和

三
十
九
年
以
来
二
回
目
。

今
の
と
こ
ろ
大
会
は
各
地

か
ら
約
一
万
二
千
人
の
会

員
が
岡
山
に
集
ま
る
″
超

ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
″
に
な

る
。
大
会
の
主
管
Ｊ
Ｃ
と

な
る
服
部
恭
一
郎
岡
山
Ｊ

Ｃ
理
事
長
に
準
備
状
況
な

ど
聞
い
た
。

岡山青年会議所

服部恭一郎

理　事　長

　
は
っ
と
り
・
き
ょ
う
い
ち
ろ

う
　
昭
和
6
0
年
、
岡
山
Ｊ
Ｃ
入

会
。
同
専
務
理
事
、
副
理
事
長

な
ど
経
て
平
成
５
年
１
月
、
第

4
3
代
理
事
長
に
。
勤
務
先
は
化

粧
品
製
造
の
日
本
オ
リ
ー
ブ

　
（
岡
山
県
邑
久
郡
牛
窓
町
）
常

務
。
大
阪
大
基
礎
工
学
部
卒
。

3
9
歳
。

　
―
池
元
へ
の
経
済
波
及
効
果
会
は
十
二
、
三
程
度
だ
っ
た
が
、
配
は
ど
う
な
っ
て
い
る
。

な
ど
も
見
込
め
る
全
国
大
金
今
回
は
二
土
ハ
。
そ
の
う
ち
二
　
会
場
は
コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
岡
山

は
、
各
Ｊ
Ｃ
か
ら
の
誘
致
合
戦
十
二
委
員
会
を
全
国
大
会
実
行
を
中
心
に
岡
山
市
内
の
ホ
テ
ル

が
激
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
岡
委
員
会
下
に
置
い
た
。
特
に
大
な
ど
充
て
る
。
し
か
し
、
宿
泊

山
Ｊ
Ｃ
が
立
候
補
し
た
経
緯
金
総
務
委
員
会
を
中
辻
企
画
は
岡
山
市
内
だ
け
で
は
無
理
な

は
。
　
瀬
戸
大
橋
が
開
通
し
て
今
年

で
五
年
目
を
迎
え
る
。
開
通
当

時
は
観
光
面
な
ど
で
大
き
な
効

果
を
生
ん
だ
。
し
か
し
″
大
橋

効
果
″
も
長
く
は
続
か
な
い
。

そ
の
た
め
平
成
元
年
に
立
候
補

し
た
。
結
局
こ
の
年
に
は
落

選
し
た
が
、
翌
二
年
の
全
国

大
会
誘
致
で
競
合
し
た
Ｊ
Ｃ

　
（
堺
、
盛
岡
）
の
中
か
ら
選
ば

れ
た
。

　
―
大
会
を
迎
え
る
に
当
た
っ

て
今
年
か
ら
岡
山
Ｊ
Ｃ
は
全
く

新
し
い
組
織
で
臨
む
よ
う
だ

が
。
　
こ
れ
ま
で
岡
山
Ｊ
Ｃ
の
委
員

・
調
整
、
大
会
事
業
推
進
、
大
の
で
、
岡
山
県
下
の
十
四
Ｊ
Ｃ

今
秋
の
全
国
大
会
開
催
へ

で
全
国
の
メ
ン
バ
ー
を
迎
え
る

つ
も
り
だ
。

　
－
日
程
は
五
日
間
に
わ
た
る

が
、
全
国
大
会
で
は
主
に
何
を

す
る
の
か
。
市
民
は
参
加
で
き

る
の
か
。

　
現
段
階
で
は
、
メ
ー
ン
行
事

の
大
懇
親
会
を
十
月
一
日
、
大

会
式
典
を
同
三
日
に
予
定
し
て

い
る
。
そ
れ
を
柱
に
日
本
Ｊ
Ｃ

の
理
事
会
、
委
員
会
、
分
科
会

に
分
か
れ
、
岡
山
市
内
の
ホ
テ

ル
な
ど
で
行
う
。
さ
ら
に
計
画

中
だ
が
、
会
員
ら
に
岡
山
を
楽

し
ん
で
も
ら
う
瀬
戸
内
海
遊
覧

行
事
準
備
な
ど
奔
走

会
財
務
の
四
委
員
会
に
全
国
大

会
の
事
務
局
的
機
能
を
持
た

せ
た
。
岡
山
Ｊ
Ｃ
の
会
員
は

約
二
百
人
い
る
が
、
メ
ン
バ

ー
の
ほ
と
ん
ど
が
大
会
の
準

備
、
運
営
に
携
わ
る
こ
と
に
な

る
。
　
－
全
国
か
ら
一
万
二
千
人
近

い
会
員
が
集
ま
っ
て
く
る
わ
け

だ
が
、
会
場
や
宿
泊
施
設
の
手

は
じ
め
、
香
川
県
の
七
Ｊ
Ｃ
、

福
山
Ｊ
Ｃ
に
副
主
管
と
し
て
協

力
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
そ
の

お
か
け
で
、
宿
泊
手
配
は
完
了

し
た
。
こ
の
協
力
体
制
は
瀬
戸

大
橋
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
き

た
。
大
橋
開
通
後
、
岡
山
、
香

川
の
Ｊ
Ｃ
が
押
し
進
め
て
い
る

行
政
の
枠
を
超
え
た
生
活
圏

　
″
せ
と
ら
ん
ど
〃
の
Ｊ
Ｃ
全
員

や
備
前
焼
体
験
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
も
用
意
す
る
。
ま
た
、
二
日

に
は
岡
山
シ
ン
フ
ォ
ー
〒
ホ
ー

ル
で
「
地
球
に
や
さ
し
い
コ
ン

サ
ー
ト
」
　
（
仮
称
）
を
考
え
て

い
る
。
こ
ち
ら
は
市
民
に
も

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
も
の
に

な
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い

る
。

用
意
し
て
い
る
よ
う
だ

が
、
そ
の
準
備
と
運
営
だ

け
に
追
わ
れ
て
い
る
よ
う

で
は
大
会
誘
致
の
意
味
は

な
く
な
る
。
岡
山
Ｊ
Ｃ
は

大
会
を
今
後
、
地
域
活

性
化
へ
ど
の
よ
う
に
生
か

す
の
か
。

　
具
体
的
に
は
地
球
市
民

と
い
う
言
葉
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
地
域
、
国
際
社
会
、

環
境
と
い
っ
た
問
題
を
串

民
レ
ベ
ル
で
考
え
て
い
き

た
い
。
そ
の
た
め
に
全
国

大
会
記
念
事
業
と
し
て
五

月
二
十
三
、
二
十
四
日
に

　
「
地
球
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ

会
議
」
を
岡
山
国
際
ホ
テ

ル
で
行
う
。
こ
れ
は
途
上

国
な
ど
で
草
の
根
援
助
を

し
て
い
る
民
間
の
海
外
協

力
団
体
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
の
活

動
を
支
援
し
、
啓
発
し
て

い
く
も
の
に
な
る
。
岡
山

Ｊ
Ｃ
で
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア

ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
）

本
部
が
岡
山
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
支
援
と
い
う

形
で
ス
タ
ー
ト
し
た
い
。

地
元
地
域
と
結
び
付
く
こ

い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
と
が
、
結
局
は
国
際
社
会

と
か
か
わ
る
こ
と
に
な

る
。
し
か
も
″
交
流
″
か

ら
一
歩
踏
み
込
ん
で
″
百

弊
へ
。
こ
う
し
た
積
み

重
ね
が
、
今
後
の
岡
山
Ｊ

Ｃ
の
活
性
化
に
必
要
だ
。

－４－
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１９９３年(平成５年)２月５日(金曜日)む昧楽斤｝蘇1（Jチり）派至ヌ玖E7

　
ア
ジ
ア
の
難
民
救
援
の
た
め
、
日
本
を
中
心
と
し
た
ア
ジ
ア
各
国
・

地
域
の
医
師
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
現
地
に
向
か
う
『
多
国
籍
医
師
団
』

を
結
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
難
民
救
済
医
療
活
動
は
先

端
国
の
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
の
医
師
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
て
い

た
。
今
回
の
「
多
国
籍
医
師
団
」
は
、
ア
ジ
ア
十
四
力
国
・
地
域
の
医

師
が
作
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
、
現
地
の
医
師
を
中
心
と
し
た
数
力
国
混
合
の
医

療
チ
ー
ム
を
作
る
点
が
特
徴
だ
。
ア
ジ
・
ア
人
が
ア
ジ
ア
の
難
民
を
支
援

す
る
、
新
し
い
形
の
活
動
に
な
り
そ
う
だ
。

昌
詣
地
元
協
力
得
や
す
く

　
『
多
国
籍
医
師
団
』
を
作
る
の
は
、

ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
、
本
部
岡
山
市
、
菅
原
茂
代
表
）
。

ｙ
ジ
ア
に
関
心
の
あ
る
日
本
の
医
師

が
巾
心
と
な
っ
て
一
九
八
四
年
に
設

立
し
た
団
体
で
、
タ
イ
、
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
な
ど
ア
ジ
ア
刊
四
力
国
・
池

城
の
各
支
部
に
医
師
や
医
学
生
な
ど

四
回
人
の
会
員
が
い
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
岡
山
市
で
今
年
五

月
二
十
日
か
ら
三
日
間
開
か
れ
る
総

会
で
「
多
国
籍
医
師
団
」
の
創
設
を

正
式
に
決
定
。
各
国
・
地
城
か
ら
参

加
希
望
者
を
募
っ
て
待
機
リ
ス
ト
を

作
る
。
当
面
は
二
十
圭
二
十
人
の
希

望
者
が
で
る
見
込
み
。
会
員
外
の
医

紛
争
の
絶
え
な
い
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
医
師
の
力
を
必
要
と
す
る
市
民

が
多
い
日
ン
ポ
ン
チ
ナ
之
市
で
）

師
か
ら
も
参
加
を
募
る
。
同
時
に
紛

争
や
自
然
災
害
な
ど
が
発
生
し
や
す

い
地
域
を
あ
け
、
ケ
ー
ス
ご
と
に
だ

れ
を
送
り
ど
ん
な
医
療
を
施
す
か
を

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
様
々
な
ケ

ｌ
ｙ
�

Ｉ
ス
の
難
民
発
生
に
備
え
る
。

　
菅
原
代
表
に
よ
る
と
、
こ
れ
ま
で

難
民
救
援
の
医
療
活
動
の
主
力
は
資

金
力
に
比
帳
的
ゆ
と
り
の
あ
る
欧
米

系
団
体
だ
っ
た
。
欧
米
系
団
体
の
医

療
チ
ー
ム
で
は
中
心
と
な
っ
て
勣
く

の
は
欧
米
人
で
、
イ
ス
ラ
ム
教
、
仏

教
な
ど
宗
教
に
よ
る
生
活
習
慣
や
言

語
の
違
い
が
壁
に
な
り
、
現
地
政
府

や
難
民
と
思
い
通
り
意
思
疎
通
が
と

れ
な
い
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
多
国
籍

医
師
団
は
現
地
出
身
の
医
師
が
巾
心

と
な
っ
て
活
動
す
る
の
で
、
政
府
や

難
民
キ
ャ
ン
プ
と
の
交
渉
が
ス
ム
ー

ズ
に
運
ぶ
う
え
、
地
元
の
医
療
施
設

や
医
師
の
協
力
も
得
や
す
い
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
会
員
、
小
林
国
際
ク

リ
ニ
ッ
ク
（
神
奈
川
県
大
和
市
）
の

小
林
米
幸
氏
は
「
昨
年
、
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
に
い
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
難
民
の

支
援
に
医
師
団
を
出
し
た
時
、
会
員

の
バ
ン
グ
ラ
人
医
師
が
い
た
お
か
げ

で
政
府
と
の
意
思
疎
通
が
驚
く
ほ
ど

う
ま
く
い
っ
た
。
ア
ジ
ア
の
医
師
が

ア
ジ
ア
の
難
民
を
助
け
る
時
代
が
や

‘●

っ
て
き
た
」
と
話
し
て
い
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
で
は
多
国
籍
医
師
団
常

設
の
準
備
段
聊
と
し
て
、
昨
年
四
月

か
ら
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
国
内
の
ミ
ャ

ン
マ
ー
難
民
、
ネ
パ
ー
ル
国
内
に
い

る
ブ
ー
タ
ン
難
民
な
ど
を
支
援
す
る

た
め
、
医
師
グ
ル
ー
プ
を
派
遣
し
て

き
た
。
こ
れ
ま
で
日
本
の
医
師
が
の

べ
三
十
人
、
そ
の
他
の
国
の
医
師
が

三
十
人
程
度
参
加
し
て
い
る
。
竃

地
政
府
も
、
自
国
出
身
の
医
師
が
中

心
と
な
っ
て
自
国
の
難
民
の
援
助
に

あ
た
る
こ
と
が
う
れ
し
い
よ
う
だ
。

今
後
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
の
あ
り
方
に
一

石
を
投
じ
ら
れ
れ
ば
」
と
菅
原
代
表

は
話
し
て
い
る
。

-
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趣意書

　現在、世界のいたる所で様々な理由による不孝な紛争がみられます。特に
アフリカのソマリアにおける悲惨な状況はメディアを逓して知られているこ

とは衆知の事実です。

　日本のＮＧＯ（国際協力民間団体）はその人道的救援活動の場を主として
アジアにて実施してきました。しかし、世界的状況から判断すると、その人
道的活動の場をアフリカにも拡大しなければならないと考えられます。同時
に国際貢献における民間の果たす役割を考慮する時、このソマリアにおける

人道的救援活動は避けて通れないし避けてもいけません。

　平成４年１１月２７日から２９日にかけて静岡県御殿場にて行なわれた
「第２回全国ＮＧＯの集い：緊急救援部会」にて「ソマリア難民救援チーム」
の結成が決定されました。その主旨は日本のＮＧＯとして国際貢献に積極的

にかかわっていく必要があるということでした。

　過去における難民救援活動に実績のあるアジア医師連絡協議会、日本青年
会議所国境なき奉仕団と立正佼成会一食平和基金そしてアフリカのケニヤに
て実績のあるアフリカ教育基金の会の連合チームとして発足しました。これ
は日本のＮＧＯ連合チームを組んで難民救援活動を展開する初のケースとな

ります。

　平成５年１月２３日を起点とした救援活動の内容はアジア医師連絡協議会
の難民救援経験豊富な医療を中心として国連難民高等弁務官など国連組織と
の緊密な関係に加えて医療活動にマンパワー及び物的支援の可能な立正使成
会一食基金、国内の豊富な人脈に加えて医療活動に人的及び物的支援の可能
な日本青年会議所国境なき奉仕団そしてケニヤでの豊富な現地経験のあるア
フリカ教育基金の会との有機的な連係の元に実施されています。

　｡難民救援活動の実績の豊富なＮＧＯ連合による「日本の民間による国際貢
献のアフリカにおける新しい試み」に対してご指導とご高配をよろしくお願

い申し上げます。
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　　　　　　　　　　　　　役割分担

　平成５年１月２３日より４団体より連合チームを派遣して調査活動を開始

しています。この調査に基づいて具体的に下記の３つのプロジェクトが計画
され実施に移されることになりました。

　　　　１）ジプチ国内ソマリア難民救援医療ピロジェクト

　　　　２）ソマリア北部披災民救援医療ﾌﾟロジェクト
　　　　３）ヽノマリア南部披災民救援医療プロジェクト

実施にあたり５団体の役割分担を下記のように決定しました。
　１）アジア医師連絡協議会
　　　ジプチ国内ソマリア難民救援医療プロジェクトとソマリア北部被災
　　　民救援医療プロジェクトの運営と医療面を担当。
　２）アフリカ教育基金の会
　　　ソマリア南部被災民救援医療ﾌﾟロジェクトの運営と医療面を担当。
　３）立正佼成会平和基金

　　　国連難民高等弁務官（国内及び海外）と国内の関連団体との渉外を
　　　担当。医療プロジェクトの人的及び物資支援。難民及び被災民の民
　　　生部門支援を担当。
　４）日本青年会議所国境なき奉仕団
　　　医療プロジェクトの人的及び物資支援。難民及び被災民の民生部門
　　　支援を担当。国内の関連団体との調整を担当。

　なお、各プロジェクトの実施については下記の団体と密接な連係をしてい
ます。
　　　　１）ジプチ国内ソマリア難民救援医療プロジェクト
　　　　　　１）国連機関（国連難民高等弁務官／ＷＨＯ／ユニセフ）
　　　　　　２）ジプチ共和国（外務省／厚生省／内務省）
　　　　２）ソマリア北部披災民救援医療ﾌﾟロジェクト
　　　　　　１）国連機関（国連難民高等弁務官／ＷＨＯ／ユニセフ）
　　　　　　２）ソマリア救援復興協会（ソマリア北部ＮＧＯ）
　　　　３）ソマリア南部被災民救援医療プロジェクト
　　　　　　１）国連機関（国連難民高等弁務官／ユニセフ）
　　　　　　２）ＭＤＭ（国際医療ＮＧＯ）
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ソマリアの歴史

　ソマリアは「アフリカの角」と呼ぱれ、アデン湾

を隔ててアラビア半島そして湾岸の産油国に対峙し、

原油輸送の重要な通路となっている。また、スエズ

運河に通じる紅海の出入口にも隣接しているため、

大変重要な地域である。そのため、1898年以来イギ

リス、イタリア、フランスなどの西欧列強国に分断

されており、独立したのは1962年であった。

　その後1969年のクーデターでシアッド・バーレが

政権を握り、独裁的な圧政の下、「大ソマリア主義」

を唱えた。これは、ブラック・アフリカでは唯一、

単一言語、単一文化、単一宗教を有するソマリア民

族を統合するため、現在分断されている領土を

取り戻そうという動きである。ソマリアの国旗は空

色に白い五角の星である。これは5つに分れたソマ

リア民族の居住地を示し

、北からジブティ（旧仏領）、北部ソマリア（旧英

領）、オガデン地方（現エチオビア領）、南部ソマ

リア（旧伊領）、北西ケニアである。この中で行動

をおこしたのが、1977年～84年の才ガデン地方の領

土奪回である。国境地帯でのエチオビアとの度重な

る交戦により約70万人の難民が流出したといわれて

いるo

　しかし、領土奪回はならずバーレ政権は民衆の支

持を失った。また、この戦争により国家財政の窮乏

は著しく、軍隊に対する給与さえ支払えないという

状態になった。こうした状況の中で様々な反対勢力

が組織され、軍隊が一般大衆に雇用される状況さえ

生まれた。

　また、シアッド・バーレは21年に渡る独裁政権に

おいて、権力を保持するため部族をうまく操り、か

つ部族間抗争を促していった。あまねく広がった人

権の抑圧、民ま主義の制圧は、人民が武装化してこ

の独裁に立ち向かうしか手立てはないという状況も

バーレ政権の産物だったのである。

　バーレ政権はソマリア社会主義革命党（SRSP）独裁

として1977年までソ連に後楯されていた。しかし、

オガデン紛争ではソ連がエチオピア側に忖いたため、

アメリカがソマリアを支援し、その後10年間は軍事、

経済面でアメリカの協力に頼った。しかし、1988年、

北ソマリアのイサック氏族が組織するソマリア国民

運動（ＳＮＭ）の反政府運動をバーレ政権が鎮圧した。

その際行った無差別破壊、無差別殺害という残忍な

行為が、アメリカ議会で強い批判を受け、アメリカ

は軍事および経済援助の一時停止を決定した。しか

し、1980年代後半にはダロド氏族系オガデン族のソ

マリア愛国運動（SPM）とハウィエ氏族のソマリア統

一会議（USC）などの武装化した反対勢力がソマリア

中部、南部で反乱を起し、これらに対してもバーレ

政権は同様の一般市民への無差別攻撃を行ってきた。

各氏族はゲリラ戦を繰り広げ、遂に1990年12月、ソ

マリア統一会議、ソマリア国民運動、ソマリア愛国

運動の三派統一戦線はモガデシュに強襲をかけ、

1991年1月26日、バーレをモガデシュから追放する

ことに成功した。この際、バーレ軍一行は、敗走す

るモガデシュからバイドアの途上であらゆる略奪と

破壊の限りを尽くし、これが被災民の状況を悪化さ

せることとなった。

　しかし、市民の喜びも東の間、バーレを追放した

3日後、統一ソマリア会議の一派であるアリ・マノt

ディAliMahdiが合意なしに暫定政府の大統領就任

を発表し、他の一派であるアイディドAidid将軍がこ

れに対抗したため、再び10ヶ月間の内戦が始まった。

北部をマハディ派、南部をアイディド派と首都モガ

デシュは完全に二分され、また、地方もソマリア北

部はイサック氏族、中北部はマサティーン氏族、南

部はマハレン族、その他はハウィエ氏族と四氏族が

群雄割拠した。旧ソ連製AK47自動小銃、アメリカ

製105口径M-56野戦砲、フランス製89口径ＬＲＡＣ対

戦車ロケット弾発射筒など各国から近代兵器のよき

市場となり、マーケットで容易に売買されるように

なった。大型兵器を操作するに＋分訓練された軍人

は少なかったー方で、多くの小型の武器が、訓練も

教育も受けていない十代の一般の若者に流れ、興奮

作用のあるチャートという植物の濫用も加わって、

無差別な略奪、暴行、殺戮、破壊につながっていっ

た。

　この無政府状態の中、モガデシュでは一日100～

200名の子供が死亡し、1991年9月から５ヶ月間で内

戦による死者は医療施設内だけでも3万人と言われ

ている。

　このような状況に対し、最も早く行動をおこした

援助団体は国際赤十字委員会(ＩＣＲＣ)と現地の小規模

なＮＧＯであった。しかし、援助の手は全く不足し、

もはや国際赤十字委員会のみでは焼石に水の観を呈

していた。 1992年5月、国際赤十字委員会は世界に

向けて｢海外からの援助がなければ、今後2、3週間

で飢餓による死者は恐ろしい数に登る。各種援助を

求めると共に、国連の一刻も早い大がかりな対応を

望む。｣という内容の"Emergency Plan of Action"を

発表した。

　1991年末まで介入に当惑気味の国連であったが、

必要物資の援助を開始し、氏族間抗争の調停を始め

た。これにより、1992年3月モガデシュを二分して

いた二派が停戦合意し、安保理が緊急食糧援助を呼

びかけ、同年9月国連平和維持軍第一陣がモガデシ

ュ入りとなった。しかし、民兵集団の抗争、略奪、

強盗は続き、12月3日安保理は米軍主導の他国籍軍

派遣と武力行使容認を決議し、12月9日米軍のモガ

デシュ上陸となった。
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　　　　　　　　　　アジア医師連絡協議会
　　　　ラ＝りｾﾞ荊゛2;･゛奏゛゛2自匯鎖螢腸§凶攘鎖攘傲漣

　　　　ツ三愕沼ぞ夕=難民自……鼎ｌ｡万溺i,｜訟1緊§｡－i4…………ｴ……|鄙刄
　　　　　　　　　平成５年２月９日　岡山にて

　　　　　　　　｀　　　　津曲兼司医師

Ａ）現状報告

１）ケニヤ国内及び国境地帯ソマリア難民について

　　１）多国籍軍導入後武装勢力南下によるｹﾆﾔ国境治安情勢の極度の悪化

　　２）アジア医師連絡協議会としては救援医療方法の検討

２）ジプチ共和国内ソマリア難民について

　　１）平成２月１０日ジプチ共和国政府より公認ＮＧＯとして登録予定。

　　２）現在ジプチ共和国（厚生省／内務省／大蔵省）より救援医療活動推

　　　　進のための種々の便宜供与の確約を受けている。

　　３）難民収容センターでの医療救援活動だけでなく首都ジプチビル内の

　　　　ソマリア難民救援医療の要請を受けている。この場合は７０％難民

　　　　で占められている産科専門病院なども含まれている。ジプチビル滞

　　　　在ソマリア難民６万人中の３万人を難民収容センターに移送計画あ

　　　　り。難民収容センターでの活動も考慮。

　　４）バングラデシュのミャンマー難民救援医療プロジェクトの現地コー

　　　　ディネーターとして貢献したラザック氏が長期コーディネーターと

　　　　して２月１２日よりジプチ共和国入り。

　　５）国井修医師は２月１２日に帰国予定。更に詳しい現地総合情報を２

　　　　月２７日の統括報告会にて報告予定。

３）ソマリア北部ソマリア難民について

　　１）田中政宏医師は２月１７日より北部ソマリアのハルゲイサに入る予

　　　　定。巡回診療と診療所設置運営のための調査のため。

　　　　現地では国連難民高等弁務官とＷＨＯが協力予定。

Ｂ）今後の方針

　　１）２月６日ケニヤ国内ソマリア難民救援活動準備視察後現地より帰国
　　　　した立正佼成会平和基金の根本氏（元国連難民高等弁務官ジュネー
　　　　ブ事務所勤務）と岡山にて今後の方針を検討。ジプチ共和国内ソナ
　　　　リア難民及びソマリア北部ソマリア難民救援活動を合同で展開する
　　　　ことを決定。日本青年会議所国境なき奉仕団にも参加要請予定。
　　２）ケニヤ国境及びソマリア南部難民巡回診療の可能性を積極的に検討
　　　　中。この場合は国連難民高等弁務官管轄下ヨーロッパの医療ＮＧＯ
　　　　であるＭＤＭと連合形式。クロスボーダー方式の最初のケースとし
　　　　て国連難民弁務官として力を入れている方式である。救援チーム参
　　　　加の他の３団休との調整予定。
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ま
で
に
ア
ジ
ア
ー

呼吸器疾患悩む

子ら後を絶たず

Ｒ
が
昨
年
秋
か

ら
ケ
ニ
ア
国
境
を
ま
た
い
で
進

め
て
い
る
難
民
帰
還
計
画
へ
の

参
加
を
検
討
。
ま
た
現
地
入
り

し
て
い
る
「
ア
フ
リ
カ
教
育
基

金
の
会
」
な
ど
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

こt】参の状I=!1民なの広内一一¬　る五や五

んし加Ｐ　°能のい回がにソ祁゜人看カ

ななはＫ日な剱以収りはマ曲　を護国

時いはＯ本の遭上が｀銃り医　戮婦の

こがｰコヘ政がは　｀進武器ア師　遣二医

そ　｀きの府現不栢ま隨がE祠は　す十師

jl=･■･-･=･=-=･･ ･･I･･■■㎜･-･-=-･=･-･･･　=J皿　　=･･=-･･･ ･　　===皿㎜㎜■J㎜====＝=

Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
を

通
し
て
国
際
協

力
で
き
る
は
ず
だ
」
と
話
し
、

協
力
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
問

い
合
わ
せ
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
事
務
局

　
（
８
６
一
２
８
４
１
７
６
ワ
ー

６
）
ま
で
。
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い
と
い
う
の
で
は
、
残
念
で
な
り
ま
せ
ん

か
ら
」

　
国
井
氏
は
国
際
医
療
に
あ
た
る
非
政
府

組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
「
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協

議
会
」
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
の
日
本
支
部
長

だ
。
九
年
前
、
ソ
マ
リ
ア
で
半
年
間
に
わ

た
り
五
千
人
の
避
難
民
を
診
察
し
た
経
験

が
あ
る
。
昨
年
末
、
フ
ァ
ラ
駐
日
ジ
ブ
チ

大
使
か
ら
「
ソ
マ
リ
ア
難
民
を
助
け
て
く

れ
な
い
か
」
と
要
顛
さ
れ
、
引
き
受
け

　
国
井
氏
が
最
初
に
訪
れ
た

ジ
ブ
チ
南
部
の
ソ
マ
リ
ア
難

民
キ
ャ
ン
プ
「
ポ
ル
・
ホ

ル
」
の
ヤ
ン
タ
ー
長
は
、
熱

を
込
め
て
要
罰
し
た
。
ソ
マ

リ
ア
と
国
境
を
接
す
る
こ
の

地
域
に
は
四
ヵ
所
に
約
三
万

人
が
収
容
さ
れ
て
い
る
が
、

医
師
は
二
人
だ
け
だ
っ
た
。

　
そ
の
一
人
、
ジ
ブ
チ
人
の

だ
。
国
井
氏
が
、
か
た
わ
ら
の
両
親
に

　
「
な
ぜ
病
院
に
連
れ
て
い
か
な
い
の
か
」

と
と
が
め
る
と
、
父
親
は
「
迎
れ
て
い
っ

て
も
診
察
し
て
く
れ
な
い
」
と
力
な
く
語

る
だ
け
だ
っ
た
。

　
　
日
本
は
い
つ
も
遅
れ
る

　
現
地
を
回
っ
た
国
井
氏
は
、
地
方
都
市

ア
リ
サ
ビ
エ
の
病
院
内
に
事
務
所
を
設
置

し
、
こ
こ
を
拠
点
に
難
民
キ
ャ
ン
プ
四
力●●３

　
Ｍ
Ｓ
Ｆ
は
、
外
科
チ
ー
ム
を
含
め
た
百

五
十
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
ソ
マ
リ
ア
に

派
遣
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
も
百
人
の
ス
タ
ッ

フ
を
送
り
、
十
ヵ
所
の
病
院
、
診
療
所
を

運
営
し
て
い
た
。

　
電
気
、
水
逍
、
電
話
な
ど
の
芯
本
的
な

施
設
が
崩
壊
し
て
い
る
ソ
マ
リ
ア
で
は
、

飛
行
機
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど
ま
で
動
員

で
き
る
態
勢
を
持
っ
た
Ｍ
Ｓ
Ｆ
ク
ラ
ス
の

組
織
で
な
い
と
対
応
で
き
た
・
い
の
で
あ

る
。
　
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
は
内
戦
の
激
化
で
一
九
九
一

年
｝
月
に
ソ
マ
リ
ア
か
ら
撤
退
し
た
か
、

ニ
カ
月
後
の
三
月
に
は
活
動
を
再
開
、
Ｍ

Ｓ
Ｆ
も
相
前
後
し
て
活
動
を
始
め
て
い

　
　
　
　
　
　
　
た
。
　
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
唯

一
ソ
マ
リ
ア
に
入
っ
て

い
た
「
日
本
国
際
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
（
Ｊ
Ｖ
Ｃ
）
」
は
九
〇

年
十
二
月
に
引
き
揚
げ

て
以
来
、
今
年
二
月
上

旬
に
調
査
団
を
送
っ
た

も
の
の
、
再
開
ま
で
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
一

月
中
旬
、
別
の
日
本
人

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
四
人
が

ソ
マ
リ
ア
に
入
る
ま

で
、
日
本
人
の
姿
は
、

国
際
救
援
組
織
内
で
ま

っ
た
く
見
ら
れ
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

　
年
間
予
算
二
億
Ｊ
、

二
千
人
の
ス
タ
ッ
フ
を

抱
え
る
Ｍ
Ｓ
Ｆ
に
比

べ
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
五
億

円
、
ス
タ
ッ
フ
八
十
二

一
変
わ
り
者
」
と
し
か
児
よ
う
と
し
な
い

日
本
人
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ヘ
の
理
解
不

足
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
態
勢
の
不
備
は
、
い

か
ん
と
も
し
が
た
い
現
実
で
あ
る
。

　
国
井
氏
は
、
「
欧
米
の
医
師
は
危
な
い

か
ら
と
い
っ
て
、
し
り
込
み
す
る
よ
う
な

こ
と
は
な
い
。
日
本
は
い
つ
も
遅
れ
る
。

情
け
な
い
限
り
で
す
」
と
悔
し
い
思
い
を

隠
し
切
れ
な
い
。

難民３万人に医師２人だけ

リア多国籍軍に追い払われ、ケニ

アに逃げ込んだ結果、治安か急激

に悪化、深刻な問題になってい

る。’？ブチもソマリア難民12万人

のほか、エチオピア難民が多数逃

げ込んでおり、過大な負担になっ

ているo

　
流
他
難
民

－

　内戦と干ばっによりソマリアで

は人□の２割、約100万人かケニ

ア、ジブチ、イエメンなどの周辺

国に避難している｡Jとくにケニア

のソマリア難民は、昨年10月まで

に30万人に達した。また、武装ギ

ャング団も米軍を中心とするソマ

●･･31

ソ
マ
リ
ア
に
日
の
丸
は
揚
が
る
か

’響　愕秤翌ダーyF聚可　ぞ･やﾐ　　　聊卿『聊祁

　　　.、I’－jφ　、　　　，　レ　　＼-　　　　　，j

ジ
ブ
チ
南
部
の
「
ポ
ル
・
ホ
ル
」
キ
ャ
ン
プ
に
収
容
さ
れ
た
ソ
マ
リ
ア
難
民
の
親
子
。

救
援
の
ミ
ル
ク
で
よ
う
や
く
ひ
と
息
つ
い
た
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一

内
戦
と
飢
餓
に
直
面
す
る
ソ

マ
リ
ア
。
各
国
が
民
間
レ
ベ
ル

も
含
め
た
本
格
的
な
支
援
態
勢

を
組
ん
で
い
る
の
に
対
し
て
、

日
本
の
存
在
感
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。
そ
う
し
た
実
態
の
な
か

で
、
ソ
マ
リ
ア
難
民
の
医
療
救

援
の
た
め
現
地
入
り
し
た
日
本

人
医
師
が
一
人
だ
け
い
た
。
五

歳
未
満
児
の
死
亡
率
が
日
本
の

三
十
倍
以
上
に
も
達
し
て
い
る

ソ
マ
リ
ア
で
、
か
ろ
う
じ
て
日

の
丸
の
意
地
を
示
す
若
い
医
師

を
追
っ
た
。

●●者● ･ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●●●●●● ･ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

Ｗ
一
一
Ｉ
一
一
－
１
１
１
一
・

｀

　
　
危
険
な
ル
ー
ト
を
一
人
で

　
栃
木
県
北
西
部
、
日
光
か
ら
さ
ら
に
奥

に
入
っ
た
栗
山
村
で
診
療
所
長
を
つ
と
め

る
国
井
修
氏
（
ｊ
）
。
一
月
末
か
ら
二
月
上

旬
に
か
け
て
、
ジ
ブ
チ
の
ソ
マ
リ
ア
難
民

キ
ャ
ン
プ
を
回
り
、
さ
ら
に
ソ
マ
リ
ア
に

入
っ
た
。

　
　
「
日
本
の
医
師
が
一
人
も
行
っ
て
い
な

い
と
い
う
の
で
は
、
残
念
で
な
り
ま
せ
ん

か
ら
」

　
国
井
氏
は
国
際
医
療
に
あ
た
る
非
政
府

組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
「
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協

議
会
」
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
の
日
本
支
部
長

だ
。
九
年
前
、
ソ
マ
リ
ア
で
半
年
間
に
わ

た
り
五
千
人
の
避
難
民
を
診
祭
し
た
経
験

が
あ
る
。
昨
年
末
、
フ
ァ
ラ
駐
日
ジ
ブ
チ

大
使
か
ら
「
ソ
マ
リ
ア
難
民
を
助
け
て
く

れ
な
い
か
」
と
要
鯖
さ
れ
、
引
き
受
け

た

　○
　
栃
木
県
立
宇
都
宮
高
校
か
ら
自
治
医
大

に
進
ん
だ
国
井
氏
は
″
原
始
林
の
聖
尹

シ
ュ
バ
イ
ツ
ァ
ー
に
あ
こ
が
れ
て
医
師
の

道
を
選
ん
だ
。
ア
ジ
ア
十
三
力
国
の
メ
ン

バ
ー
と
と
も
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
を
設
立
し
た
の

も
「
シ
ュ
バ
イ
ツ
ァ
ー
の
よ
う
に
ア
フ
リ

カ
で
働
い
て
み
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
か

ら
と
い
う
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
ソ
マ
リ
ア
難
民
救
援
の
た

め
、
医
師
や
看
農
婦
ら
約
三
十
人
を
派
遣

す
る
計
画
を
決
め
た
。
国
井
氏
は
こ
れ
に

ｎ

鰐

療　｀
状
況
を
さ
ぐ
り
前
線
基
地
を

設
け
る
た
め
、
一
人
で
現
地

に
入
っ
た
。

　
　
「
ぜ
ひ
と
も
、
こ
の
キ
ャ

ン
プ
に
派
遣
し
て
く
だ
さ

い
」
　
国
井
氏
が
最
初
に
訪
れ
た

ジ
ブ
チ
南
部
の
ソ
マ
リ
ア
難

民
キ
ャ
ン
プ
「
ポ
ル
・
ホ

ル
」
の
雫
ン
タ
ー
長
は
、
熱

を
込
め
て
要
頷
し
た
。
ソ
マ

リ
ア
と
国
境
を
接
す
る
こ
の

地
域
に
は
四
ヵ
所
に
約
三
万

人
が
収
容
さ
れ
て
い
る
が
、

医
師
は
二
人
だ
け
だ
っ
た
。

　
そ
の
一
人
、
ジ
ブ
チ
人
の

フ
セ
イ
ン
医
師
（
四
〇
）
は
「
患
者
が
多
す
ぎ

て
、
と
て
も
カ
バ
ー
で
き
な
い
ん
で
す
」

と
訴
え
た
。

　
翌
日
か
ら
、
国
井
氏
は
、
残
る
難
民
キ

ャ
ン
プ
や
首
都
ジ
ブ
チ
に
流
入
し
て
い
る

十
万
人
近
い
都
市
難
民
を
見
て
回
っ
た
。

　
も
っ
と
も
遠
い
「
ア
リ
・
ア
デ
」
キ
ャ

ン
プ
は
、
ジ
プ
チ
か
ら
二
百
。
ロ
近
く
離
れ

て
い
る
。
直
路
は
な
く
、
遊
牧
民
が
ラ
ク

ダ
と
と
も
に
歩
む
直
を
四
輪
駆
動
車
で
た

ど
る
し
か
な
か
っ
た
。
途
中
、
自
動
小
銃

を
持
っ
た
ソ
マ
リ
ア
人
の
姿
も
し
ば
し
ば

国井修氏

見
か
け
た
。

　
乾
い
た
川
底
を
何
回
も
越

え
、
危
険
な
ル
ー
ト
で
は
あ
っ

た
か
、
「
医
者
が
行
け
な
い
と

こ
ろ
に
こ
そ
、
一
番
困
っ
て
い

る
患
者
が
い
る
」
と
言
い
聞
か

せ
た
。

　
現
地
で
は
、
か
い
せ
ん
な
ど
の
皮
膚
病

か
流
行
し
、
医
者
も
薬
も
な
く
、
放
置
さ

れ
た
ま
ま
だ
っ
た
。

　
ジ
ブ
チ
郊
外
の
都
市
キ
ャ
ン
プ
で
は
、

子
供
が
手
足
を
動
か
せ
な
い
ま
ま
、
け
い

れ
ん
を
続
け
て
い
た
。
脳
髄
膜
炎
の
症
状

だ
。
国
井
氏
が
、
か
た
わ
ら
の
両
親
に

　
「
な
ぜ
病
院
に
連
れ
て
い
か
な
い
の
か
」

と
と
か
め
る
と
、
父
親
は
「
迎
れ
て
い
っ

て
も
診
察
し
て
く
れ
な
い
」
と
力
な
く
語

る
だ
け
だ
っ
た
。

　
　
日
本
は
い
つ
も
遅
れ
る

　
現
地
を
回
っ
た
国
井
氏
は
、
地
力
都
市

ア
リ
サ
ビ
エ
の
病
院
内
に
事
務
所
を
設
置

し
、
こ
こ
を
拠
点
に
難
民
キ
ャ
ン
プ
四
力●●３

所
の
巡
回
診
療
と
都
市
流

入
難
民
の
治
療
を
重
点
的

に
行
う
方
針
を
決
め
た
。

　
国
井
氏
は
さ
ら
に
、
ソ

マ
リ
ア
の
首
都
モ
ガ
デ
ィ

シ
オ
に
入
り
、
病
院
や
診

療
所
を
訪
ね
た
。
「
九
年

前
と
は
大
違
い
。
す
べ
て

が
破
壊
し
つ
く
さ
れ
て
い

た
」
。
？
ブ
チ
と
同
じ
よ

う
に
満
足
な
医
療
に
は
ほ

ど
遠
く
、
悲
惨
さ
は
変
わ

ら
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
国
井
氏
が
目

の
当
た
り
に
し
た
の
は
、

い
ず
れ
の
病
院
で
も
、
欧

米
の
医
者
や
看
護
婦
が
髪

を
振
り
乱
し
て
、
銃
撃
な

ど
で
傷
を
負
っ
た
患
者
た

ち
の
治
療
を
続
け
て
い
る

姿
だ
っ
た
。
欧
米
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
組
織
で
あ
る
「
国
境
な

き
医
師
団
（
Ｍ
Ｓ
Ｆ
）
」

「
赤
十
字
国
際
委
員
会

Ｔ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
）
」
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
だ
。

　
Ｍ
Ｓ
Ｆ
は
、
外
科
チ
ー
ム
を
含
め
た
百

五
十
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
ソ
マ
リ
ア
に

派
遣
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
も
百
人
の
ス
タ
ッ

フ
を
送
り
、
十
ヵ
所
の
病
院
、
診
療
所
を

運
営
し
て
い
た
。

　
電
気
、
水
道
、
電
話
な
ど
の
忿
本
的
な

施
設
が
崩
壊
し
て
い
る
ソ
マ
リ
ア
で
は
、

飛
行
機
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど
ま
で
動
員

で
き
る
態
勢
を
持
っ
た
Ｍ
Ｓ
Ｆ
ク
ラ
ス
の

組
織
で
な
い
と
対
応
で
き
な
い
の
で
あ

る
。
　
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
は
内
戦
の
激
化
で
一
九
九
一

年
一
月
に
ソ
マ
リ
ア
か
ら
撤
退
し
た
が
、

ニ
カ
月
後
の
三
月
に
は
活
動
を
再
開
、
Ｍ

Ｓ
Ｆ
も
相
前
後
し
て
活
動
を
始
め
て
い

　
　
　
　
　
　
　
た
。

　
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
唯

一
ソ
マ
リ
ア
に
入
っ
て

い
た
「
日
本
国
際
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
Ｊ
Ｖ
Ｃ
）
」
は
九
〇

一
Ｉ
ｓ
一
■
一
ｒ
－
－
Ｆ
ｓ
ｌ
・
ｒ
―
’
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ゆ
Ｉ

人
。
機
動
力
の
圧
倒
的
な
差
に
加
え
、

　
「
変
わ
り
者
」
と
し
か
見
よ
う
と
し
な
い

日
本
人
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ヘ
の
理
解
不

足
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
態
勢
の
不
備
は
、
い

か
ん
と
も
し
が
た
い
現
実
で
あ
る
。

　
国
井
氏
は
、
「
欧
米
の
医
師
は
危
な
い

か
ら
と
い
っ
て
、
し
り
込
み
す
る
よ
う
な

こ
と
は
な
い
。
日
本
は
い
つ
も
遅
れ
る
。

情
け
な
い
限
り
で
す
」
と
悔
し
い
思
い
を

隠
し
切
れ
な
い
。

師２人だけ

‘1一瓢i&･
j，11－s　･･，･･……………………………………，…………｡j=……………………ヽ,…………………=･，・…………

　　　　　　　　　　　　　　　　　　,CG/MNXΞID£51GS＠

（「沈黙の大国」取材班）

　　　　　　　　火曜日から土曜日まで掲載

リア多国籍軍に追い払われ、ケニ
アに逃げ込んだ結果、治安が急激

に悪化、深刻な問題になってい
る。ジブチもソマリア難民12万人

のほか、エチオピア難民が多数逃

げ込んでおり、過大な負担になっ
ている。

流
他
難
民

Ｊアで

片ケニ

り周辺

yニア

ｉまで

既装ギ

５ソマ

●･31

ソ
マ
リ
ア
に
日
の
丸
は
揚
が
る
か



　
　
　
　
J
Q
I
M
&
x
j
n
S

I
P
!
S
l
u
”
A
!
l
p
!
u
!
t
l
S

x
g

‐
I
N
P
9
1
!
u
n

a
u
j
!
1
1
1
V
Ｒ
Ｉ
Ｊ
Ｏ

Ｐ
ｎ
ｔ
Ｐ
ｔ
ｐ

ｕ
ｇ
Ｍ

　
‐
Ｖ
Ｗ
Ｖ
Ａ
Ｖ
ｌ
ｓ
ｌ
ｏ

･¶

･¶

ｅｗｓ
’
Ⅳ
・
・

。
8
1

Ｄ■
－
ｌ
ｎ
　
Ｃ
■
－
　
ｎ
■
－
　
ａ
闇

（BI　　Monday，March 8，1993

　Publishedln TokVO And osaka

　
s
＾
l
o
a
d

i
r
l
u
!
I
M
O

J
O

l
p
u
l
q

a
q
l

o
:
S
1

1
1
!
s
1
1
Qo
s

F
J

s
u
o
d
g
a

x
a
u
J

o
l
‘

4
M

X
J
l
u
n
o
3

l

o
l

P
a
l
l
l
u
l
l
l
d
a
J

ａ
ｑ

ｌ
Ｑ
ｕ
ｕ
ｌ
：
３

ｓ
ａ
ａ
ｊ
ｎ
Ｊ
ａ
ｌ
。
：
ｌ
ｓ
ｏ
３

x
u
l
n
l

u
o
!
j
Q
J

9
l

u
u
i
p
J
O

a
J
O
l
s
Q
J

o
l
s
u
o
p
g
J

P
Q
I
!
u
n

9
1

J
O
J

s
!

a
o
u

S
u
!
l
l
l

l
u
U
o
d
t
x
l
!

l
s
o
u
l

;
i
g

s
a
i
!
I

‐
;
x
l

!
3
j
l
u
l
n
s
l

‘
P
a
a
1

3
9
1
u
j
o
l
d
!
P

9
q
l

u
o

S
u
l
j
l
J

m
l
s

l
!
F
u
l
o
S

u
!

Q
l
o
J

s
J
”
d
l
r

g
a
o

Q
1
9
q
a
P

a
l
p

9
!
A
X

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
s
a
a
j

‐
n
J
Q
J

!
F
u
l
o
S

j
(
!
J
u
o
!
l
s
!
u
J

s
｡
d
n
o
J

a
l
l
l

a
w
u
!
P
l
o
o
3

d
P
q

o
l
t
(
u
Q
X

P
u
l

!
l
n
o
q
!
r
(
l

o
l

q
g
P
I
I
S
u
l
g

u
l
o
j
J

J
Q
q
u
x
Q
u
l

u
l
!
l
s
n
W

g

l
u
Q
s

s
l
t
｛

V
（
I
W
V

3
l
p

‘
p
u
!
u
z

u
p
l
l
p

9
!
A
X

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｕ
ｌ
Ｕ
ｌ
ｊ
Ｏ
Ｘ

a
t
{
I

P
I
Q
l

o
l

a
l
(
F

Q
q

o
l

“
o
!
S
Q
j

3
!
I
1
1
1
1

u
l

u
!
l

s
j
a
¥
o
＆
a
n
3
l
a
j

l
o
J

1
9
1
1
1

1
!
s
9
!

o
s

‘
t
n
!
l
s
n
W

X
l
l
s
o
u
J

a
J
I
!
s
!
F
t
u
o
S
｡
1
1
1
q
l

l
n
o

P
Q
l
u
!
o
d

9

‘
9
l
d
u
l
l
x
Q

u
l
i

s
l
l
!
F
u
z
o
S

S
u
!

‐
s
n
‘
P
!
I
I
!
u
z
l
u
l
l
n
S
s
s
l
s
a
q
n
n
o
q
l

a
o
u
J

s
o
u
）
i

l
s
n
u
l

Q
a

‘
s
Q
J
n
J
Q
J

o
l

a
3
u
l
l
9
!
9
n

a
A
!
j

a
“

u
Q
q
j
V
1
｡

　
　
　
　
　
l
i
u
!
t
l
l
o
u

o
p

p
l
"
o
3

x
a
q
l

‘
Q
l
d
o
g

F
3
o
l

J
O

Q
J
n
l
l
n
;
）
9
l
p

p
u
g

u
o
!
j
!
P
J

s
9

9
n
s

s
u
o
!
l
!
p
u
o
3

F
3
o
l

l
n
o
9
j
i
P
I
“
o
u
M

J
O

F
1
1

o
l

a
（
I

l
p
s
l
!
l
q
l

u
!
d
“
1
1
3
1

p
Q
I
!
I
!
a
9
1
!
l
a
p

‘
ヨ
’
一
回
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
４
０
４
ｗ
コ
如

‘
s
Q
J
n
J
a
J
a
!
p
o
q
u
l
K
)
o
l
d
P
I
H
o
!

‐
P
u
i
P
9
1
9
o
l
h
!
d
o
t
l
‘
6
Z
6
1
u
l

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
y
o
“

P
a
t
l

J
o
s
j
l
a
j
Q
a
l
J
11
1
u
o
g
u
z
）
‘
j
a
2
“
o
q

‘
V
(
I
R
V

a
q
3

J
o

u
o
!
l
l
m
j
o
j

　
　
‘
p
!
l
s

!
J
I
S
l
m
n
s
l

s
s
‘
s
a
!
J
l
u
n
o
3

C
I

l
s
g
l

l
l

m
o
j
J

s
J
g
J
o
“

P
g
J

p
u
a
su
t
31
!1
1
q
lu
!s
o
i
)
Ng
q
l
o

m
o
4
1
u
a
9
!
p
l
!
V
(
l
y
i
V

3
q
4
"

　
　
　
　
　
l
s
d
s
rp
”

q
s
2
p
s
l
j
a
g

‘
F
＆
N
u
!
s
d
n
o
J￥
(
I
W
V
"
9
!

S
i
o
u
i
i
u
i
｡
9
a
a
d
o
o
a

o
l
x
l
!
1
1
u
z
u
d

a
Q
u
d
4

l
n
o
9
!
a
s
J
o
p
o
p
P
u
a
s
　
J
a
!
l
a
4
a
3
F
4
'
P
u
nu
3

9
(
）
｛
｝
ｚ
こ

u
l
3
V
(
I
R
V
Q
q
l
3
3
1
!
l
s
d
n
o
j
i
l
n
g
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
p
!
l
l

!
a
j
l
l
n
s
l

　
　
　
　
l
j
o
u
o
p

p
!
l
s
s
a
P
3
il

a
　
。
a
‘
s
l
a
j
lo
“
l
a
q
lJ
o
l
p
l
a
u
!
3
!
u
!
P

１
ｓ
ｌ
ｌ
ｕ
ｌ
ｌ
ｊ
Ｊ
ロ
ー
ｓ
『
ｉ
ｉ
日
ｏ
鳴
　
Ｓ
Ｏ
Ｓ
１
乱
ｏ
Ｓ
１
１
Ｑ
名
Ｑ
μ
こ

心
１
１
一
Ｓ
ｏ
ｔ
ａ
ｉ
ｌ
旨
‐
Ｚ
．
ロ
』
ａ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
む
＆
Ｊ
Ｑ
』

Ｓ
Ｓ
ｉ
ｉ
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
弓
で
　
ｙ
ぷ
Ｉ
Ｓ
助
旧
ぶ
　
り
ｋ
哨
　
Ｊ
β
一
（
｛
Ｓ
ぷ

u
o
!
l
a
1
9
1
6

P
M
o
j
d
d
l

x
J
l
n
.
!
q
2
2
1

‐
P
!
u
j
u
g
u
x
u
u
J
Q
M
)
j

3
9
u
l
d
l
f
Q
l
p

q
j
n
o
9
1
￥
．
I
U
a
l
q
u
l
n

l
N
‘
n

l

j
a
p

‘
ｕ
ｎ

ｓ
３
!
ｌ
ｌ
ｕ
ｎ
ｏ
;
)
ｕ
Ｊ
ｏ
ｌ
'
２
“

ｏ
ｌ

ｓ
ｕ
ｌ
!
ｌ
!
ａ
Ｐ

ｊ
ｏ

Ｐ
ｕ
“
ｏ
ｓ
Ｊ
ｇ
ｄ

９
：
)
ｊ
ｏ
ａ

Ｑ
ｓ
ｕ
Ｒ
ｐ
(
Ｉ

ぱ
9
J
O
U
j
S
U
I
P
U
Q
S
J
a
A
O
X
S
j
Q
A
O
j
l

9
o
l
s
p
!
u
l

9
9
u
!s
!u
g
d
l
f

;
i
ax
s
a
a
i
o
i
　
u
o
!
’
1
1
n
d
o
d

‘
!
l
n
o
q
!
r
（
l

u
l
　
　
!
a
j
l
a
m
s
l‘
s
a
P
s
u
l
2
q
l

p
u
l
a
p

！
s
!s
d
g
f
　
　
　
　
l
l
!
l
d
V2
o
q
?
!
I
WI
（
!
l
p
a
1
9
　
o
l
h
p
F
!
1
!
F
1
1
o
S

a
l
9
”
o
x
q

s
d
i
f
u
l
q
　
“
y

q
3
!
q
“
。
s
a
u
!
d
d
!
R
d

a
q
lP
i
l
l
　
p
a
s
l
q
3
j
n
d

x
l
!
s
a
a
j
lg
u
o
d
a
M

l
o
3g
i
u
l
a
i
　
l
l
d
a
N
‘
q
s
a
p
l
l
S
n
g

‘
~
d
l
fu
l
o
j
l
　
。
‐
z
y
l
l
d
u
o
m
u
x
x
3

1
1
sa
r
ls
a
p
3
q
q
o
j

!
l
n
o
q
!
!
(
l
j
o
¥
ul
l
s
P
;
x
19
1

J
o
l
u
Q
3

‐
j
Q
d
O
Z
l
n
o
q
V

1
9
1
?
S
1
1
x
l
n
s
l
o
l
j
u
!

.
p
j
o
:
3
3
1‘n
j
l
a
P
J
o
q

S
u
!
x
p
n
o
a
q
l

u
!
0
0
0
‘
g
Z
p
~

l
a
j
l

u
l
q
j
n

Q
q
l
u
!

s
a
S
l
s
O
(
)
0
‘
0
9

a
z
l
a
j
a
q
l‘
0
0
0
‘
0
9
1
｢

u
o
!
l
l
l
n
d
o
d

‐
!
l
n
o
q
!
r
(
l

u
l

1
1
n
o
q
!
「
Ｄ
u
!

s
a
e
5
n
1
9
」
9
Ｅ
O
S

j
0
1d
u
j
8
c
）
e

l
e
p
l
!
q
D
e
s
g
u
!
u
J
e
x
e
!
J
e
6
e
Ｅ
n
s
1
!
f
u
a
)
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
‐
‐

!
J
l
j
i
!
u
l
n
s
1
‘
u
E
d
l
f
o
U
O
F
s
s
l
q
u
l
l

9
n
o
q
!
!
(
l
a
q
lj
o
l
s
a
n
b
a
Ja
q
lj
V

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
'
s
d
n
o
j
j
i

O
O
N

j
R
l
o
9
!
a

s
p
M
I

S
u
!
J
1
9
s

x
q

9
!
l
d
d
m
F
3
!
P
Q
u
xl
J
o
d
s
u
l
J
I

o
l
P
u
9
l
u
!
t
r
e
d
u
f
u
x
a
x
J
s
O
O
N
I
R
l
o

a
Q
J
l
l
l

P
u
l
lV
（
I
W
V
R
I
‘
P
9
l
s
u
l

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
'
Q
j
a
l
l
l
3
!

.
u
!
Pl
p
n
J
l
s
u
o
3
o
lV
(
I
W
V
Q
l
p
J
(
!
1

Q
l
q
!
S
S
O
d
m
!

l
!9
9
1
u
ju
O
!
1
l
n
3
!
s

s
n
a

‐
j
Q
S
s
pl
q
3
n
sa
l
l
lj
u
!
p
p
l‘
s
a
l
o
u

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
U
O
I
1
1
＆
Z
1
1
S

P
g

u
o
!
l
!
J
l
n
u
T
l
u
1

4
1
1
!
J
1
1
F
u
l

u
l
o
J
J

S
u
F
g
n
s

Q
J
l
a
l
d
o
Q
dQ
J
R
M

‘
1
1
!
I

'
l
w
o
SP
u
l
l
!
d
o
!
q
l
l
l

s
9

9
J
r
1
J
a
J

P
Q
s
l
q
'
6
u
Q
X0
0
0
‘
O
Z
t
u
9
9
1
o
u
x

Q
J
la
J
a
q
n
l
t
pP
!
l
sQ
H

’
u
o
!
l
s
!
u
H
I

q
3
n
sq
l
!
Mu
o
p
3
a
u
u
８
u
g
n
o
q
!
!
(
I

P
u
l
M
M
u
Q
xu
l
o
J
J
P
u
J
n
l
9
Jx
p
u
Q
3

‐
Q
J
o
l
{
Ms
J
o
p
o
pa
s
Q
u
l
d
l
!
r

Q
Q
j
l
p

J
o
a
u
o
s
!“
9
94
!
J
l
j
l
u
J
n
s
J
.
!
!
X
I
Q
）
i

i
;
i
;
;
a
&
i
;
;
k
;
o
a
’
a
’
4
z
l
u
z
!
i
l
　
o
o
z
k
!
p
n
p
u
!
‘
s
¥
u
n
o
:
’

s
i

u
i
o
j
　
l
l
d
a
N

‘
q
s
a
p
¥
n
g

‘
”
d
l
r

u
l
o
i
l
　
。
‐
z
x
l
d
u
o
=
z
m
p
a
z
s
s
a
P
q
q
o
a

Ｓ
で
ｌ
ｌ
．
ｉ
°
１
一
切
ａ
Ｑ
ぞ
む
＆
　
゛
“
ｏ
“
゛
ｏ
で
呂
｀
§
”
“
゛
“
ｏ
日
‘
ｏ
晋
ぶ
゛
Ｊ
Ｑ
＾
“
　
’
』
ｊ
日
Ｑ
Ｓ
く
［
］
）
”
く
ｘ
ぶ
Ｉ
ｉ
Ｅ
ｊ
　
で
§
ａ
！
“
｛
ｊ
“
ｇ
ａ
む
１
ｏ
ぶ
咽
コ
’

．
Ｊ
Ｉ
Ｓ
ｇ
ｇ
Ｅ
Ｓ
に
２
㎞
ｏ
ｉ
切
ロ
ｏ
ｓ
ｉ
ｇ
｀
　
ム
ロ
り
μ
｀
ｓ
ｓ
ｊ
ｓ
ｏ
ロ
笛
‐
5
ロ
ｉ
ｇ
Ｊ
Ｓ
＆
　
日
１
ｔ
呂
で
ｉ
‘
Ｆ
ロ
コ
８
‘
ｊ
‘
１
　
３
Ｓ
コ
ａ
ｌ
‘
≒
ｌ
説
１
≒
ａ
ぶ
３
９

ｔ
ｉ
“
ｓ
ａ
Ｋ
ｏ
ｏ
ぶ
ｇ
゛
日
１
１
ｉ
日
　
’
む
ｉ
ｌ
く
『
ｇ
’
７
Ｊ
ぶ
こ
２
９
２
ｓ
ｋ
　
Ｓ
ｉ
ぶ
‘
§
ｔ
ｉ
』
３
り
細
心
日
Ｑ
｛
‘
’
ｕ
’
・
【
３
｀
　
口
一
匹
口
り
心
｛
で
り
’
巳
I

J
O

F
i
l
r
j

J
Q
P
u
n

応
。
｛
゛
｝
　
ｉ
ｏ
Ｓ
ぢ
口
り
１
ｙ
・
ロ
ー
め
く
ｇ
閃
　
　
’
ｉ
’
‘
日
゛
ｉ
助
コ
凶
己
ｌ
ｊ
の
Ｉ
Ｊ
’
ｓ
ぷ
ａ
　
Ｓ
Ｉ
Ｑ
Ｑ
ｋ
ｌ
ｌ
Ｊ
｝
｛
．
l
a
t

p
a
l
i
a
q
l
　
3
l
j
o
M

d
l
u
l
3
1
1
1
1
1
s
j
a
q
u
j
Q
u
l0
9
N

’
８
ｓ
ｇ
’
゛
ｌ
’
ｓ
５
ａ
Ｆ
Ｓ
ｏ
吻
ｏ
ｃ
ｉ
ｉ
‘
日
゜
≒
ロ
ロ
“
ｅ
”
｀
Ｅ
ｙ
＆
９
ロ
ｏ
‘
“
ｉ
ａ
　
！
ｉ
吻
ｉ
日
ｏ
凶
巳
ｓ
ｉ
ｏ
ｃ
如
ｊ
’
り
？
ｏ
ぷ
　
ｉ
ｌ
ｏ
ｇ
叫
で
ロ
ー
ロ
き
‘
む
日
べ
こ

’
“
ｕ
‘
’
゛
ロ
｀
・
Ｉ
ｙ
ｏ
ｌ
ａ
ｓ
９
“
口
り
日
日
Ｑ
ン
ｏ
Ｍ
　
む
｡
5
Ｓ
’
召
よ
£
ｘ
ｕ
ａ
ｕ
』
ｏ
日
Ｅ
ｏ
ｔ
ａ
り
ａ
ｏ
　
ぷ
口
ｏ
ｉ
ｆ
｀
ｏ
Ｓ
ｉ
’
ｉ
ｔ
Ｓ
ぶ
ぶ
ｏ
｀
｛
哨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
日
丿
勺
む
μ
Ｑ
ｏ
ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
M
l
s
　
a
q

l
l
q
M

1
2
a
p
j
o
q
l
x
u
a
x

　
　
　
'
s
a
a
n
P
J
J
Q
t
p
op
t
n
M
F
u
l
o
S

J
O
J
P
!
P
j
F
)
!
p
Q
u
I

S
g
J
1
1
d
a
J
d

4
s
n
q

s
!a
j
2
q”
o
!
1
l
z
l
u
l
j
j
o

l
l
l
u
a
l
l
u
a
Q
j

l
!
s
v
j
o
J
s
l
o
l
3
o
C
I

I
1
1
3
!
P
Q
K

J
o
u
o
!
l
l
!
3
o
s
s
v

P
Q
s
l
q
‐
l
u
l
6
9
0

Q
l
l
l
J
O
J
Q
q
u
l
a
u
J

I

‘
!
2
j
l
u
l
n
s
1

a
l
s
a
q
l
l
q
M
1
2
a
p
j
o
q

l
A
u
a
x

‐
l
!
F
u
l
o
S

R
I
J
n
u
d
m
n

g
J
“
P
J

F
M
‐
1
7
1Q
l
pl
!
s
!
A
o
l
x
j
l
n
a
fJ
O

P
u
QQ
q
n
la
3
u
l
9g
P
g
l
{
‘
(
V
(
l
p
i
V
)

‐
u
o
u
g

‘
n
!
4
V
P
u
l

a
P
o
q
u
l
l
C
）

u
!
s
u
o
l
J
a
3
3
1
a
dp
a
l
‘
‘
N
l
n
u
!
d
P
q

a
J
o
u
J
l
o
Ju
i
d
s
f
S
u
!
￥
g
s
!
s
u
o
!
l

s
!
s
!
J
;
}
!
I
B
u
l
o
S

I
l
l
!
M
s
a
l
d
d
l
l
J
j

d
n
o
J
jI
B
3
!
p
a
K 14－



-

ジブテｆ国内

医療プロジェ

ソ

ク

マリア難民枚援

ト実施計画

　　　　　　　　　　ヽフマリア救援委員長　国井　修

|。ジブティ国内ソマリア難民の状況

　ソマリアの北にに置するジブティ共和国は、民族

的にソマリア系イサッウ族が47％を占めているため、

!991年初頭からのソマリア難民の大量流入にも寛大

な態度を示してきた。しかし、湾岸諸国やアジアと

ヨーロッパをつなぐ中継貿易により収入を得ていた

当国にとって、度重なる中東での紛争は経済の破綻

を引き起こし、難民は国家の貧窮状態を更に悪化さ

せることとなった。今や人口40万人のうち難民の数

は10万人弱と推定され、これら難民の流入は間断な

く続き毎日10()～200名が国境を越えて来ると見積も

られている。

　ジブティは面積2.3万km2の九州の2分の1程度の小

国で、ソマリア国境から昨都ジブティビルまでは約

150kmである。南部の国境付近に4つの難民収容セ

ンターが設けられているも、収容能力をはるかに超

過しており、多くの難民は生活の糧を求めて産業・

経済の集中する首都に入り込んでいる。増え続ける

不衛生で無秩序な難民の住居により、首都は膨れ上

がる巨大なスラム街の様相を堅し、これにより犯罪、

売春、感染症が増大していると報告されている。ま

た、都市のインフラも難民により圧迫され、ジブテ

ィ最大の総合病院はﾌ0％以上が難民で占められてい

る。

　(Ｄ都市難民の現状

　ジブティピルにはフ万人近い難民が居住している

が、その大部分が郊外のバルバラ、アリバ地区に住

んでいる。水道、電気、トイレなどの設備はなく、

雨季になると道は泥沼のようになり衛生状態は劣悪

である。その高い人口密度、衛生状態の劣悪さ、未

登録で施策が困難なことなどにより、感染症罹患串、

乳児死亡率などは難民キャンプよりもむしろ高いと

も言われている。これに封し、ジブティ厚生省は、

簡易診療所で難民の医療援助を行うも、医師、看護

婦の不足で機能している診療所は少ない。また、機

能している診療所では患者が溢れ、医薬品、医療機

材も限られているため十分な治療は行えない。

　入院施設のある病院はジブティにはIO程度であり、

都市難民の居住地区にある病院は5つである。その

全てが医療スタッフの不足、医療機材、機器の不足

により＋分機能していない。

　(2)難民収容キ申ンプ

　アリ・サビエは首都ジブチビルから南にI00kmほ

ど離れた入口約4万人の国境沿いの町である。ここ

に唯一の病院フリ・サビエ・メディカルセンターが

あるが、入院120名、外来一日150名、結核隔離病棟

70名のうち9割以上が難民である。医師はフランス

入1名のみで現地の看護士が数名いるのみである。

　この町の半径60kmの中にアリ・アデ(Ah-Adde)、

アウル・アウサ(Aour-Aoussa)、ホル・ホル(HOH-Holl)、

15

アサモ(Assamo)の4つの難民収容キャンプがあり、そ

れぞれ5千～8千人合計約2万5千人が居住している。

内務省難民局、ＷＦＰ、ＵＮＨＣＲなどがこれまで食糧

配給、診療活動などを行って吝たが、定期的な食糧

配給は一家族に月一回のみ、医師は現地人2名のみ

で医薬品は不十分であった。栄養失調、感染性下痢

症、急性呼吸器感染症は日常的であり、結核、マラ

リヤなどの重篤な感染症も蔓延していた。

　この収容キャンプに、都市難民約3万人を移送し

て難民帰還の準備をする計画がジブティ厚生省、内

務省、ＵＮＨＣＲにあるが、その受け入れ能力は現在

のところ全くなく、そのための援助機関も今のとこ

ろ見あたらない。

　以上のような諸問題に討し、ジブティ政府は世界

に緊急アビールを行うも、国際世論はモガデシュ、

バイドアを中心としたソマリア南部に集中しており、

依然、ジブティ国内ソマリア難民に対しては際かな

援助しか届かなかった。

　AMDAでは、1992年12月に在日ジブティ大使より

医療援助の要請を受けて、ＡＭＤＡソマリア救援委員

会を設置した。1993年1月末に3名の医師を派遣して

現地調査を行い、事業の必要性、可能性について検

討し、事業着手を決定した。

2.実地調査

　（|）調査時期及び派遣者

　　　　1993年1月23日～2月　5日　津曲兼司

　　　　1凶3年1月28日～2月Ｈ日　國井　修

　　　　1993年1月30日～2月27日　田中政宏

　（2）方法と対象

　　　　外務省外務政務次官柿沢弘治氏と共に難民

　　　　収容キャンプの視察

　　　　ジブティ国厚生省、内務省、ＷＨ（λＵＮＨＣＲ

　　　　などからの難民情報収集

　　　　「ワシントン難民マニュアル」による難民

　　　　居住地区のOn-site Survey

　　　　難民収容キャンプ内10才未満児の健康状態

　　　　スクリーニング調査と栄養調査

3.事業対象地域と内容

　（０　ジブティ共和国ジブティビル市バルバラ、ア

　　リバ地区（地図参照）

　　　　対象人数－約2万人

　　　　DarEIHanan病院での外来、入院、救急医療

●
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　　　　厚子保健活動、妊婦検診、医薬品、医療機

　　　　材の医与、病院スタヽバフの教育

　　　　難民居住地区での巡回診療、衛生教育、

　　　　ヘルスワ一カー-の育成

　（2）ジブティ共和国アリ・サビエ町および4難民収

　　容キャンプ（地図参照）

　　　　対象人数一約3万人

　　　　アリサビエ・メディカルセンターでの外来、

　　　　入院診療、4つの難民キャンプでの外来診療

　　　　下痢症センターの設置、食糧配給と補助栄

　　　　養、現地スタッフの教育（医師、ヘルスワ

　　　　ーカーなど）、衛生教育、衛生調査（住居

　　　　環境、飲料水の細菌学的調査）

4.実施方法

　（Ｄ事業の実施期間

　　　　　着手子定日時　1993年3月　旧

　　　　　完了予定日時　1993年12月31日

　（2）人員と派遣時期

　　1叫3年2月　専門家1名、現地スタッフ4名

　　　　　3月　専門家3名、現地スタッフ数名

　　　　　4月　専門家3名

　　　　　　　　（日本人2名、フィリピン人1名）

　　　　　　　　へＭＤＡスタッフ|名（日本人）

　　　　　5月　専門家3名（日本人）

　　　　　6月　専門家2名（日本人、ネパール人）

　　　　　8月　専門家4名（日本人3名、スリラン

　　　　　　　　方人1名）

　　　　　り月　専門家3名（日本人）

　（3）実施スケジ。一ル

　　項目3.「事業対象地域と内容|に示した2つの地

　　域での活動内容は、ほぼ同時　　　　　　　平

　　行で行われるよう準備を進め派遣者を選定して

　　いる。

　（4）物資、機材

　　ジブティでは調達困難な物資が多いので、品目

　　によっては日本で購入。

　　　輸送は品目により緊急性を考慮して船輸また

　　は空輸。

.World imidas
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　アフリカ北東部沿岸,アデン湾とバペル

マンデブ海峡に面し,紅海の入口に位置す

る軍事上の要衝地。国土の大部分が不毛

の砂地,気候は高温乾燥｡人口の90％が首

都に集中。

　19世紀後半,フランスが進出し,植民地

として支配。1947年フランスの海外領に

編入され,フランス領ソマリーとなり，67

年にはフランス領アファル･イッサと改称

された。 77年６月27日ジブチ共和国とし

て独立,イッサ族出身のグールドが大統領

に就任した。独立後もイッサ族とアファ

ル族の対立が統くが,大統領は脱部族政策

を打ち出し,両部族の均衡に苦慮してい

る。 87年,グレド３選。

言語フランス語,アラビア語(共に公用語),ソ

マリア語,サホ･アファル語　民族(住民)ソマ

リア系イッサ族47％,エチオピア系アファル族

37％,ヨーロッパ系８％,アラブ系６％　宗教

大多数がイスラム教,カトリック

通貨ジブチ･フラン　為替レート　ＩＵＳド

ル＝177.721ジプチ･フラン(91年２月末)

国家予算歳入244億9400万ジブチ･フラン,歳

出231億3300万ジプチ･フラン(86年)

国防費2600万'｡(89年)

国民総生産３億4400万',(86年)

１人当たり国民総生産760'｡(84年)

主な資酒塩

耕作可能地8.6％

発電量１億7300万kW11(88年)１人当たり

エネルギー消費量344kg(石油換算,88年)

輸入額１億8800万゛｡(86年)輸出額2000万

゛,(86年)対日輸入額1865.7万･｡(89年)

対日輸出額5.1万'｡(89年)輸入相手比率

フランス35.4％,エチオピア10.2％,日本7.6％

(83年)輸出相手比率フランス31％,イエメ

ン29.8％,ソマリア9.1％,エチオピア7.7％(81

年)

観光客2.7万人(88年)

自動車台数乗用車1.2万台,商用車1501台(87

年)

テレピ台数2万台〔88年〕ラジオ台数3.4万

台(88年)電話普及率人|ｺ100入当たり1.8

台(86年)

初等教育在学率46％(88年)

病院ベッド数1285床(87年)医師数89人

(87年)

日本の在外公館在フランス大使館が兼轄

ジブチ大使館〒150東京都渋谷区南平台町9

-10�03(3･196)6135

●

●

乃

FI

ジブチ

ジブチ共和国

Republic of Djibouti.(DJD

人口39万人(89年)

面積2.3万�(九州の約２分の１)

首都ジブチ(29万人,88年)

主な都市タジューラ,オボック

政体共和制　憲法1981年制定　議会１院

制(議席数65,任期５年)政党進歩人民連合

の１党支配

元首ハッサンヴ｀ﾚﾄﾞ･アプティドン(Hassan

GOULED Aptidon)大統領　首相バルカト｡

グラド･ハマドゥ(Barkat　Gourad

HAMADOU)
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北ソマリア難民救援医療

　プロジェクト実施計画

　　　　　　　　　　ソマリア救援委員長　国井　修

1.北ソマリア難民の状況

　　「アフリカの角｜ソマリアは、スエズ運河を介し

て、西洋と湾岸諸国を結ぶ中継地として地理的に大

変重要な地域であり、1898年以来西欧列強国の植民

地として分断されていた。北ソマリアはこの際イギ

リスの植民地であったが、1962年の独立後もシアッ

ド・バーレの独裁的な圧政の下、人権の抑圧、民主

主義の制圧が行われてきた。1988年、北ソマリアの

大部分を占めるイサック氏族がソマリア国民運動

（ＳＮＭ）を組織し、バーレ政権に対する反政府運動を

行った。これに対し、バーレは北ソマリアの町ハル

ゲイサHargeisaを無歴別に破壊し、一般市民を無差

別に殺害した。

　1991年1月26日、ソマリア統一会議、ソマリア国

民運動、ソマリア愛国運動の三派統一戦線によりバ

ーレ政権は崩壊したが、マハディMahdi派とアイデ

ィドAidjd派の対立を契機に、地方も四氏族が群雄割

拠し部族間抗争が続いた。北ソマリアでも1991年5

月までの内戦で、様々な近代兵器が持ち込まれて町

全体が破壊されて行った。また、これらの武器が十

代の一般の若者に流れ、興奮作用のあるチャートと

いう植物の濫用も加わって、無差別な略奪、暴行、

殺戮、破壊が助長され、1992年1月、遂に援助団体

の医師とスタッフが殺害される事件も起っている。

　北ソマリアにはボラマBorama、ハルゲイサ

Hargeisa、プルコBurco、ペルベラBerbera、ロヌアヌ

ッドLos Anood、ボサソBossasoの5つの中心都市があ

るが、ハルゲイサの破壊が特に重篤である。家屋の

ほとんどは破壊され、水、電気は設備されていない。

援助はＵＮＨＣＲ（ジブティ事務所）や国際赤十字委

員会ICRC、Savc theChildrenFund-UK、RIMFIRE（イ

ギリスの地雷処理班）、ＣＯＯＰＩ（イタリアの医療チ

ーム）が進めているが、モガデシュに比べＮＧＯの数

は少なく活動の規模も小さい。

　5つの町にはそれぞれ病院があったが、それらも

大部分が破壊されている。ＩＣＲＣにより幾つかの病

院の再建が細々となされているが、患者は溢れて十

分な治療は不可能である。援助の入っていない病院

は、現地人のみでは再建は不可能であり、援助流れ

の薬を市場で売買しているところもある。疾病とし

てはマラリヤ、呼吸器感染症、地雷による負傷が多

く、特に地雷はハルゲイサ近くの国境沿いに相当数

が埋められ、エチオピアに流出した難民の帰還を大

いに妨げていると言われている。

　北ソマリアは現在､イサック氏族を中心として「ソ

マリランド」として独立していると主張しているが、

それだけに復興にかける熱意も極めて強い。現地の

ＮＧＯも精力的な活動を開始しており、海外からの支

援を強く希望している。

リプｙ４

2.実地調査

　（1）調査時期、場所、派遣者

　1993年1月28日～2月日日　国井　昨

　1993年1月30日～2月27日　田中政宏

　それぞれ、ジブティ共和国内ソマリア難民を調査

　した後、モガデシュ、ハルゲイサを中心として調

　査を行った。

（2）方法と対象

　　ＷＨＯ（ジブティ）、ＵＮＨＣＲ（ジブティ事務所、

　北ソマリア担当）、現地ＮＧＯなどからの難民情

　報収集、「ワシントン難民マニュアル」による難

　民居住地区のOn-sitc Survey 、難民収容キャンブ

　内10才未満児の健康状態スクリーニング調査と栄

　養調査

3.事業対象地域と内容

　　北ソマリア、ハルゲイサ町

　　　　ハルゲイサ中央病院の再建

　　　　医薬品、医療機材の供与

　　　　現地スタッフの教育

　　　　衛生活動－ＳＯＲＲＡ*への協力

*SORRA:Somali Relid＆Rchabilitation A ssociation、

　　　　　評価の高い現地ＮＧＯ

4.実施方法

　（1）事業の実施期間

　　　　　着手予定日時　1993年3月　１日

　　　　　完了予定日時　1993年12月31日

　（2）派遣予定

　1993年3月　　専門家2名（日本人1名、フィ

　　　　　　　　リビン人!名）

　　　　　　　　現地スタッフ数名

　　　　　5月　専門家1名（日本人）

　　　　　7月　専門家2名（日本人、ネパル）

　　　　　9月　専門家1名（日本人）

　（3）実施スケジュール

　　　項目3.「事業対象地域と内容」に示した2つの

　　　地域での活動内容は、ほぼ同時平行で行われ

　　　るよう準備を進め派遣者を選定している。こ

　　　の地域は、今後も情勢がかなり変る可能性が

　　　あるので、単独では進めず、ＳＯＲＲＡとの協調

　　　のもとスケジュールを調整していく。

　（4）物資、機材

　　　北ソマリアはナイロピ、モガデシュからも

　　　ICRC、UNの空輸が可能であるが、便数が少な

　　　いので、ジブティから物資は送る。船輸では

　　　ペルベラの港が使用できる。ジブティは輸入

　　　品が多く、高価で品目が少ないため、医薬品、

　　　医療機材は日本で購入し輸送する。

●
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アリサビエ市

難民キャンプでの医療活動の拠点
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難民キャンプ内にある診療所
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南部ソマリア地域、特にエル・ワックを拠点とした国境越境活動における医療支援活動の

ニーズ

ＵＮＨＣＲでは、昨年９月より、本年９月までの１年間、国連ガリ事務総長の特別の許可

を得て、国境越境活動を遂行している。これは、従来のＵＮＨＣＲの使命、権限である難

民のみ（含む、帰還民）を対象とした救援活動から大きく前進したものであり、更なる難

民の流人を防ぐことと、難民の本国自発帰還を促進するという二つの目的を持っている。

より具体的に言えば、ＱＵＩＰプロジェクト（クイックインパクトプロジェクト）と名付

け、上記２点の目的を連やかに達成するための緊急援助並びにより開発的なプロジェクト

を遂行している。ソマリアの場合、国家を統治、あるいは代表し得るいかなる権威も存在

せず、従って、国連主導の元に、ＱＵＩＰプロジェクトが展開されている。

我々調査班は、本年１月２４日から２７日までの期間、エル・ワックを訪れ、ＱＵＩＰプ

ロジェクトの現地責任者であるＵＮＨＣＲのマーク・ロジャー氏、更に、巡回医療活動を

展開しているフランスの国境なき医師団、国際救援機構のスタッフ等からブリーフィング

を受けるとともに、１月２６日には、実際、越境活動に加わり、エル・ワックに対峙する

ソマリア側のブルヘチェタウンを訪れ、現地の生活状況、ＱＵＩＰプロジェクトの諸活動

を視察した。結果、医療面における支援のニーズが非常に高いという結論に達したわけで

ある。以下は調査結果、並びにニーズに関する報告である。

１　ＵＮＨＣＲ　マーク・ロジャー氏ブリーフィング

　　現在、エル・ワックキャンプには約２万人のソマリア人難民がいるが、彼等のはとん

　　どは、ケニア・ソマリア国境から約１５０Ｋｍの距離にあるキスマイヨ地区から国境

　　よりの地域からの流人民である。この国境から１５０Ｋｍソマリア側に入った南北ラ

　　インは、地雷ラインと呼ばれているところで、モガディッシュを中心に活動している

　　国連多国籍軍、ＮＧＯ当の支援活動も、このラインを越えたケニア国境側の地域には

　　及ばず、いわば援助の死角となっている地域である。更に、昨年１２月の国連多国籍

　　軍のソマリア介入により、シアド・バレー元大統領の出身氏族であるマラハン族を中

　　心とする武装集団がケニア国境に逃亡してきており、ますます国境地帯の治安が不安

　　定となってしまった。これらの状況から、ＵＮＨＣＲ並びにＭＳＦ、ＩＲＣ、アイリ

　　ッシュＣＯＮＣＥＲＮ等のＮＧＯが、主にエル・ワックからの越境活動を通して、食

　　料配給、緊急援助物資配給、飲料水の確保、巡回医療活動といった緊急的援助活動並

　　びに、連やかなる自助自立を目指したリハビリテーション活動として、保険衛生プロ

　　グラム、診療所、学校再建プログラム、農耕器具、穀物種子の配給プログラム等を展

　　開している。

　　２月中旬以降は、これら越境プロジェクトのみでは不十分であるため、キスマイヨ以

　　西、ケニア国境までの地域に５つのＵＮＨＣＲサブオフィスを開設し、越境プロジェ

　　クトと相符合させる形でこの地域の復興支援を行なっていく予定である。緊急状態の

　　第一フェーズは脱したが、今手を休めれば、直に昨年上半期の緊急状態下に逆戻りを

　　してしまうという予断を許さない状況である。

　　更に、旱魅の悲劇が二重苦を生んでいる。この意味で、現段階では、食料の配給によ

　　る地域住民の栄養状態の改善並びに医療面における支援活動のニーズが最も高く、日

　　本のＮＧＯの支援を高く評価し、歓迎したい。
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日
中
村
啓
三
】
生
活
の

困
窮
か
ら
国
外
に
流
出
す
る
恐
れ
の
あ
る

住
民
に
食
頴
を
届
け
、
水
源
の
確
保
、
医

療
、
学
校
の
改
修
な
ど
最
低
限
の
援
助
を

し
て
、
難
民
化
を
防
ご
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と
い
う
国
連
難

四
民
高
等
弁
務
官
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務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）

の
新
し
い
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み
、
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ロ
ス
ボ
ー
ダ
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（
越

境
）
作
戦
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ケ
ニ
ア
国
境
で
始
ま
っ
て
五
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に
な
る
。
作
戦
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よ
う
や
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乗
り
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月
か
ら
ソ
マ
リ
ア
南
部
全
域
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拡
大
す
る
。
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が
、
一
帯
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無
政
府
状
態
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ち
ょ
っ
と
し
た
誤
解
が
流
血
の
事
態
を
招

き
か
ね
な
い
。
緊
張
の
申
で
噪
り
広
げ
ら

れ
る
作
戦
に
日
本
人
記
者
と
し
て
初
め
て

同
行
し
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
傘
ド
の
非
政
府
絹

織
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Ｎ
Ｇ
Ｏ
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活
躍
ぶ
り
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た
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Ｈ
Ｃ
Ｒ
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台
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入
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。
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配
布
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す
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カ
ト

村
改
善
店
動
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年
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後
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国
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救
援
委
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会
Ｔ

Ｒ
Ｓ
）
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食
糧
援
助
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当
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さ
ら
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大
学
院
で
援
助
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だ
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で
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意
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。
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入
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５
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。
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Ｒ
Ｓ
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。
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米
嘔
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修
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診
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フ
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リ
ピ
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Ｓ
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問
題
を
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攻
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た
と
い
う
。
エ

ル
ワ
ク
の
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
で
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団
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。
ド
四
人
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
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躍
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て
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が
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マ
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ア
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援
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Ｇ
Ｏ
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ア
ク
シ
ョ
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ソ
マ
ア
ク
シ
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盛
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目
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援
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い
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彼
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Ｒ
Ｓ
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。
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。
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Ｒ
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Ｒ
Ｓ
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落
と
す
。
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Ｒ
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が
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入
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敵
地
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の
民
の
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と
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手
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。
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四
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家
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や
生
ゴ
ミ
が
大
量

に
投
げ
込
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れ
、
異
臭
が
叫
を

つ
く
。
一
週
間
か
け
て
水
を
く

み
出
し
、
ゴ
ミ
を
取
り
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い
て

塩
素
消
毒
し
、
便
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に
は
、

一
ヵ
月
か
か
る
と
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う
。

　
広
靭
に
は
援
助
物
資
の
マ
メ

が
大
備
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
。

カ
メ
ラ
を
向
け
る
と
、
周
り
の

人
々
が
［
片
く
て
我
々
に
は
食

べ
ら
れ
な
い
］
と
い
う
。
家
内

し
て
く
れ
た
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
の
ル

ト
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ー
・
エ
ル
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ク
代
表
は

「
彼
ら
の
食
生
活
は
肉
と
乳
。

マ
メ
を
食
べ
た
こ
と
の
な
い
人

々
に
肉
と
同
じ
た
ん
ぱ
く
質
が

あ
る
と
い
っ
て
も
、
な
か
な
か

ま
で
手
を
広
げ
る
の
は
初
め

て
。
こ
の
作
戦
が
成
功
す
れ
ば
、
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ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
な
ど
で
も

同
じ
救
援
活
動
を
す
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
る
。
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Ｆ
ブルヘチェタウン視察報告

ブルヘチェタウンは、国境から１２Ｋｍに位置する最も国境に近い町である。地域住

民数は約１万人。我々調査班は実際ブルヘチェタウンのみの訪問であったが、ＱＵＩ

Ｐプロジェクトは更に国境地点から１４５Ｋｍ内部に入ったエル・ガドゥオタウンま

で包括している。現状では、治安の面から越境活動は原則日帰り行程であり、この地

域内１２のタウンに十分な支援活動を行うことは不可能な状態である。（添付地図参

照）今後は、ＵＮＨＣＲサブオフィスが５か所開設され、徐々に支援活動も充実して

くることが予測される。

この地域にはソマアクションというソマリア人によって構成されるいわぱＵＮＨＣＲ

のカウンターパートとでも言うべき復興を目指す組織が存在し、援助チームの受け入

れを行なっている。組織は比較的しっかりしており、元警察官たちによって組織され

るＣＢＣという援助関係者の護衛や、ニーズの把握、要請、実際の援助活動のアレン

ジ等を担当している。各タウンには、無政府状況の中で、長老委員会が組織され、実

際、この長老委員会がしいて言えば各地域における代表権を持つ権威と位置付けるこ

とができる。

これから報告するブルヘチェタウンは、最も援助を受けている地区である。従って、

残り１１のタウンは、状況が更に悪い。

　人々の生活状況並びに支援活動

　　　社会的基盤は内戦によって完全に破壊されている。半砂漠地帯における死活問

　　　題である飲料水は、その供給源である深井戸90％が、反対勢力によって破壊さ

　　　れた。　１８本存在した井戸のうち現在稼動しているのは２本のみである。残り

　　　はすべて敵によって、家畜の臓物、死体等を投げ込まれ、使用不可能。現在、

　　　アイリッシュＣＯＮＣＥＲＮが中心となって、住民を雇用し、復旧に取り掛っ

　　　ている。一面悪臭の漂う異様な環境である。

　　　学校もコーラン学校（小学校以前の教育施設、日本で言えば幼稚園）、小学

　　　校、中学校が存在したが、現在は建物は半壊しているか、残った建物は被災民

　　　が住居に当てている。間も無く、学校の再建支援を開始するとのことである。

　　　現在、いかなる教育も行なわれていない。市場が存在したが、物資は非常に乏

　　　しく、援助物資と思われる物資もほとんど見当たらない状況であった。町中、

　　　銃を持った人々を見かけた。内戦による社会基盤の破壊によって、疲弊し切っ

　　　た人々の心は、相当なもので、一寸したことで感情的になり、口論、喧嘩が始

　　　まるといった状況下にあり、援助活動も相当神経を使っている。診療所も半壊

　　　の状況で、我々の訪問時にはＩＲＣが住民を雇用し、再建しているところであ

　　　った。２月中旬には終了し、クリニック活動を再開するということであった。

　　　ＵＮＨＣＲ、ＭＳＦ、ＩＲＣの計画では、出来得る限り早い時期に、彼等の監

　　　督のもと、ソマリア人によるクリニック運営を開始すべく、元医療従事者の発

　　　掘活動を開始するとともに、隣地に医療トレーニングセンターを開設し、人材

　　　の育成にも取り掛ることになる。実際、トレーニングセンターの建設も旧ピッ

　　　チで進んでおり、３月末には建設完了の予定である。従って、ソマリア国内に

　　　おける巡回医療活動も、ブルヘチェタウンにおいては、診療所において行なう

25

●

●



１

｣り

凛

場ｉＳ’

　・．ｄ

－26

１

チャーター機でナイロビから

エルワックヘ



　　　　　ことになるが、他のタウンにおいては、仮の施設での診療活動が当面続くであ

　　　　　ろう。

　　　　　これまでＭＳＦフランスが、一手に巡回医療を引き受けてきたが、ニーズがあ

　　　　　まりにも高いため、ＩＲＣも巡回医療に加わる計画を作成中であった。

　　　　　疾病に関しては、熱帯性マラリアが猛威を振るっている。更に、適切な飲料水

　　　　　の欠如による諸疾患、マイルドな栄養失調等が主である。医薬品に関しても十

　　　　　分ではなく、緊急状況下対応の医薬品（ＷＨＯイマージェンシーヘルスキット

　　　　　既提出済リスト参照））を至急支援して欲しい旨の連絡がＵＮＨＣＲより寄せ

　　　　　られた。この意味で、日本からの医師、看護婦の派遣並びに医薬品の援助は誠

　　　　　に時宜を得たものである。

３　巡回医療に対する支援活動

　　上記を鑑み、ソマリア人の自立復興を支援する意味において、本プロジェクトとして

　　は、医療分野において、既に巡回医療活動に挺身している国境なき医師団のフランス

　　チームヘのサポートチームとして、医師１名、看護婦１名を本年５月より１２月まで

　　の期間エル・ワックヘ派遣したいと考える。この場合、ＵＮＨＣＲの援助活動実施団

　　休の一員としてＭＳＦフランスチームに加わることにより、活動従事者の生活面、治

　　安面の安全を確保したいと考えており、現在、ＵＮＨＣＲ駐日事務所がＵＮＨＣＲ本

　　部並びにナイロビ事務所との最終調整を行っている最中である。更に、活動の対象地

　　域としては、越境活動を通しての既述の１２タウンとなる予定であるが、今後の調整

　　次第では、ソマリア国内５つのＵＮＨＣＲサブオフィス配置となる可能性も残ってい

　　る。
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エルワックにある安全を確保する

ための国連難民弁務官現地事務所

を中心にＮＧＯの集団キャンプ



　　　　　　　ＡＭＤＡソマリア難民救援帰国報告会に出席して

医療各分野の専門家、報道陣、そしてAMDAスタッフ等合計４０名弱を擁する報
告会会場は、緊張感とエネルギーがみなぎっており、空気の密度さえ濃く感じ

られるほどであった。

　スライドやＯＨＰを駆使してのスピーディな現地報告は、非常に迫力と説得

力があり、専門的であるにもかかわらず、とても分かりやすかった。もっと大

きな会場でもっと多くの人達に聴いてほしい内容であった。
　１月初旬、国井先生からソマリア難民救援委員会の話があった時、その旨を

ＪＩＣＡの知人に話したところ、早速、ケニア・ソマリア・エチオピアの「任

国情報」と本田氏著「空翔ぶ救急医療上・下巻」を送ってくれた。さらに、い

くつかの「国際医療援助に関する番組があるから見るとよい」とのＦＡＸが入

った。２月１５日のミッドナイトジャーナルでは、本田・山本両医師が、相手

国から要請が来ないと出動出来ないわが国の国際緊急援助隊の実情の歯岸さを

嘆かれていた。非常事態時に２４時間以内に出動出来る態勢をとるには、やは

りＮＧＯに頼るはかないが、問題は医師・看護婦の確保と資金であるとも話さ

れていた。

　帰国報告会で医師団の報告を聴きながら、私は、心の中で叫んでいた。「今

ここにこんなに頼りになるＮＧＯの医師団がいる。 ＡＭＤＡならどんな期待に

も応えられる。ＯＤＡの国際緊急援助隊がそこまで分かっているなら、すぐに

も資金を捻出して、その希望を実現すぺく努力してくれないものか。」と。

　情熱と善意と努力にも限界がある。医師・看護婦の皆さんに安心してこのよ

うな活動に参加して頂く為にも、もっと強力なコーディネーター陣が政府や関

係団体と交渉しで、態勢作りをしていく必要がある、と痛感した次第である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（栃木県立黒磯高校　根岸　範子）

　報告を聴き、印象に残った点は、ソマリアばかりでなく各地で起こっている

紛争の犠牲になっている難民や被災民の援助に対してのＡＭＤＡの重要性が認

識できたことです。

　現在起きている紛争の多くは、アジア・アフリカ地域であることから、AMDA

は宗教、文化、その他生活慣習から見ても、援助を受ける立場の人々と一定の

共通性、共感性を備えており、西欧諸国からの援助に比べて援助を受けること

に対する違和感が少なく、援助の効果も高くなるということでした。
　今後は、さらにアラブ、アフリカの医師たちとの協力関係を築きあげれば、

なお一層の力を発揮するだろうと感じました。

　次に、難民・彼災民の生命・健康に対する援助は、早ければ早いほど効果が

高く、そのための態勢作りが必要だということと、それに劣らず大切なことは

生命・健康が保全された後に「人間として生きる」ために必要な諸条件の整備

であるということでした。

　そのためには、医学に限らず農業、土木等の専門家集団の連携、協力関係の
構築に向け努力することが必要だと感じました。

　最後に、報告会で配布されたAMDA NEWS LETTERの中にありました「情熱だけ

では何もできない。努力しただけでは意味がない。結果の出る、そして次回の

緊急援助につなげることのできるプロジェクトを行いたい。」という言葉に対

して深く感銘を受けましたことを記しておきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（栃木県庁　根岸　昭）
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　ANDAの会報をいつも読ませて頂いておりますので、大体プログラムのことは

把握しておりました。私自身も、このソマリア難民プログラムに参加したいと

真剣に思っていました。しかし、私がこのようなものに参加させて頂くにはま

だ未熟過ぎると考え、断念いたしました。報告を聴いてつくずくそれを痛感し

たのです。情熱や正義感だけでは、何もできないと思いました。
　とかく、このようなボランティア活動は、特別視されがちですが、それは違

うと言うことがよく分かりました。人間同志が助け合うのは、人として自然な
営みだと思います。

　私もいつかAMDAの活動に参加させて頂きたいと思います。その為にも、いま

自分が歩いているこの場所で、しっかり地に足をつけ成長し、確かな技術を身

につけたいと思います。この報告会でその思いがつのりました。
　最後に国井先生のおっしやっていた「例え危険な場所であって

本当に必要とされる時にその場に行くべき」という言葉を聴き、
動を行なっている人の強い義務感を感じました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（済生会病院・看護婦　渡辺

も、自分達が

このような活

　悦子）

　今回、AMDA会員である友人に誘われてこの報告会に参加させて頂きました。

AMDAはもちろん、NGOにも触れたことのなかった私にとって、強い啓発の場と

なりました。

　私は、今回２つの事を学びました。まず１つめは、医療援助を行なう際には

情熱と、さらに確かな技術が必要だと言うこと。熱い心だけで解決できるよう

な生易しい問題ではなかったのです。そしてもうひとつは、物資や人員、技術

を提供するのみならず、援助する地域の文化的背景を理解しなくてはならない

ということでした。

　これらの事を踏まえて、「何か出来るかも知れない」自分と、「何も知らな

かった」自分の存在に気付きました。私の中で、何かが動き始め、激しい知識
欲にかられました。私には、自分自身の地盤固めが必要です。しかし、この報

告会を機に、その方法が見出せた気がします。
　　　　　　　　　　　　　　（学生・元病院勤務看護婦　吉田　裕美子）

日　太　皿　匹　楽斤　皿　　　　　　１９９３年（平成5年）２月２４日（水曜日）　　　　　　　　　　　　　　　　㎜　　　㎜㎜====-==================　====
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カンボジアプロジェクト責任者　桑山紀彦

　９２年９月以来のカンボジアであった。その間の４ヵ月間、熊沢さんがツツガムシになったり、ま

た逆に様々な援助を漬いたり、取材対象となったりでまったく「喜怒哀楽」の日々であった。どうし

てカンボジアプロジェクトの代表部が山形なのかということも、やってみると「なんとか出来る」と

いう類のもので、かえって地方都市から落ち着いてカンボジアを見続けていられたことが幸いしてい

る。

　さて、４ヵ月ぶりのブノンベン事務所は見違えるほど「事務所」らしくなっていた。いっかいは応

接間。２階はゲストルーム、３階に熊沢さん、ウイリアム、高橋両医師の寝室兼仕事部屋がある。水

の出はずいぶんよくなっていた。ほとんど断水はない様子である。しかし電気は相変わらずで、先日

はウイリアムが腹立たしさ故に数えたところ、４８時間まるまると停電だったという。このまま４月、

５月のモンスーンを向かえたらそれこそ干上がってしまうことは必至である。

　今回は再びＡＭＤＡカンボジアに重大事件が起こった。高橋先生がＡ型肝炎に倒れたのである。G

OTは７０００を数え、身動きできない状態が続いた。バンコクジェネラル病院に入院し、現在も治療

を受けている。GOTこそ１００以下に下がったが、黄疸がでて全身まっ黄色である。かなりのハード

ワークをこなし続けた先生は緊急の患者に輸血をしたのをきっかけにガクンと調子を崩したようであ

った。しかし同時に熊沢さんも軽い黄疸が出始めており（１月３１日の時点で）、どうやら２人とも

同じ感染経路だったかも知れない。熊沢さんは現在軽快し、仕事に復帰している。

　それにしてもウイリアム先生はまったくタフで、朝食はとらない、昼食はココナッツジュースのみ、

夕食も小食である。体はかなり細いが、毎日往復１４０ｋｍの道のりを通い、一日２０人近い外来患

者を診、かつカンボジア人の医師をも教育している。もう精神の強靭さでは誰にも引けをとらない医

者である。毎晩１０時には眠り、朝５時には起きて事務所のすぐ前のお寺のお経を聴きながら瞑想す

る。それで当年４２才。３０才の恋人をカナダに残し、淡々とカンボジアプロジェクトを支え続けて

くれている。

　プノム・スロイの病院も見違えるほどに立ち直った。以前はほとんどバスの停留所のようであった

が、今は毎日８入程度の患者さんが入院し、外来は２０人から４０人。やはりマラリアが多い。％に

すると外来の４０％位の患者さんがマラリアにり患している次に多いのが結核。やはりまだまだ死の

病である。入院患者さんの中にはアルコール依存故に肝硬変となって腹水を貯めてしまったおばあさ

んなどがいる。先日もウイリアムの指導の元、ＡＭＤＡカンボジアきっての優等生、ボラン医師（カ

ンボジア人）が腹水を抜いた。手際はよろしく、おぱあさんは痛みを余り感じていなかった。このよ

うにもう既にＡＭＤＡカンボジアは次の世代を担う「カンボジア人の医者」の教育に入っている。現

在ではボラン医師に加えてもう２名の若きカンボジア人医師が私たちと共にこの病院で学んでいる。

２人ともプノンペン大学医学部をでた秀才たちである。

　私はふとどうしてこんなにＡＭＤＡカンボジアは病人を出してしまうのか考えた。９月の熊沢さん、

そして今回の高橋、熊沢両氏のＡ肝である。例えばＪＶＣはそんなに年間スタッフに病気を出してい

ない。一つに　ＡＭＤＡはようやく昨年このプロジェクトを開いたばかりなので、様々なインフラが

整っていない。例えば停電はよく起きるがその対築が不十分、車はおんぼろのコロナ、長距離向きで

はない。電話もない、ＦＡＸもない、無線機もないので、用事があると一つ一つ炎天下を出かけてい

かなくてはならない、こういった様々なインフラの来整備が知らず知らずスタッフの体力を奪い、抵

抗力を弱めていっているのではないだろうか。

　そこで、私たちは困ったときには親と慕う菅並先生に緊急ＦＡＸを送り、特別出費をお願いしてし

まった。その甲斐あってついにＡＭＤＡカンボジア事務所に電話がつき、近々無線がつく予定である。

これで多くの無駄な労力が削られることとなった。菅波先生には一同心から感謝した。

－33－
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Therel●amedleal●ta･

tion here hl thi● di･-

triet ●ome 100 mile●

鯛thwe●t of Phs)m

Peahwherefrielld貪nd

foe　t treated｡

　　&e moment， the

medical personnel are

treating a government

soldierwithmalaria;the

next a child 8ufiering

from sore throat,and

perhaps the third， a

guerrinawithagunshot

wound｡

　　“Mre are doctors，we

don'taskqusiions,"says

treat, not question
Hiro8hi Takahashi｡

　　T11ey treat 200 out-

patient8 a day, andlook

after another 20 in the

wards in the rundown

district ho8pital resur･

rected to provide medi･

cal and health services

to the distri�s 45,000

people｡

　　Phnom Srouch is in

Kampong Speu， one of

thepoore8tprovincesand

perhaps with the worst

瓜edical and health

services in the country｡

　　T11ere are only 12

doctors in the entire

province，operating on

a meagre governnlent

GruちT●klha●hl●nd Kum●ysw●

Th●flrst S●nt● Clau● ww薯tPhnom S跨t綿hDI●trict

budget of US 14 cent8

per patient，including

three cents for drug8.

Landminesandmalaria

take their toU｡

　　So the people of

PhnomSrguchhaveevery

rea8on to be thankaJl

for the service6 of two

doctors，a social scien-

tist，three nurse8 and

tenmedicalsupportitafr

tolook after them｡

　　Not only i8 the hos･

pital fullystocked with

drugl needed to treat

patients,anythingwhich

isgros81ylackinginthe

province，they c&n get

forfree｡

　　Dr.Takahashi，30，

34

studied medicine in Ja-

paD. After a stint in

general practice in Na-

ga8aki，he weat to

Kurdi8tantoworkwith

refugees。

　　Last year， he met

Dr iViniam Grut, 42，a

Malay8ian born Cana-

dian，at the London

School of Hygiene and

TropiealMedicinewhere

both ofthem were Post

graduating｡

　　For the pa8t three

months,theyhavebeen

putting together what

they hope win be the

coreofaprop9rdistrict

medicalandhealthcare

Serv1Ce｡

　　Yuri Kumazawa, the

sodalgi既鵬ha圃rked

withrealgeesonthe7hai

border where AMDA's

first project 8tarted｡

　　lt now operates in 13

　　　　　　　　　　　　INDOCHINA丿摺S

I

E

脚〃

１



　ＵＮＨＣＲからのQIPlsが８００万円ほども付き、英国大使館からは超音波用のお金が下りそうで

ある。ピースボート、公明党、テレジア会、ＪＶＣ山形の武田代表などからもたくさんの寄付を頂い

で今日までやって来れている。ようやく軌道に乗り始めたこのＡＭＤＡカンボジアプロジェクトは長

い息をし続け、ＡＭＤＡカンボジアという組織がカンボジア人医療スタッフの手で作られることを最

終目標に続けている。私たち外国人スタッフの手を離れ、一人で動き始めるのはあと何年先であるか

はわからないが、とにかく「カンボジアの復興はカンボジア人の手で｀･・」が中心概念である。

　来年度はこれまで誰もがその必要性を感じてきたにも関わらず、どのＮＧＯもＧＯも手をつけなか

った「メンタル・ヘルス（精神衛生）」の分野にＡＭＤＡカンボジアは進出する予定である。しかし

外部から精神科医などを雇って入れても意味はないと考え、カンボジアにたった一人だけ残っている

カンボジア人精神科医を中心にこのメンタル・ヘルスプロジェクトを展開していこうと思っている。

この人物については「ＡＥＲＡ　３月２日発売の号」に詳しく書いたのでご参照願いたい。もちろん

これまで同様プノム・スロイにおける診療活動は継続、あるいはグレードアップし、地域の帰還難民

も含めた医療の展開は変わらない。

　最後に、ようやくＡＭＤＡカンボジアは様々な余裕がでてきたので、スタディ・ツアーを受け入れ

たいと思います。なるべく５人以下で、一週間程度を検討して下さい。いつでも結構ですが、９月以

降ＵＮＴＡＣが退いてからでは急速に治安が悪くなる可能性があるので、それ以前の渡航をおすすめ

致します。

　えっ１　９月以降のプロジェクトはどうするって？　もし内戦になったら逃げるよりほかありませ

ん。もう逃げ込む先の大使館は特定してあります。

　では次回は熊沢さんのレポートが期待できると思います。

・・ . . ･ . . .

郡病院でのクリスマス・パーティー
　ダンスをするDr.Wimamと病院のスタッフ達。

－35
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『朧入訳誤刈
｢接触性障害｣

勁
配
肛
　
　
　
ａ
≡
　
　
・
　
　
｝
一
一
　
　
�

表
情
硬
く
強
い
緊
張

　
　
【
プ
ノ
ン
ペ
ン
ー
渡
辺
正
則
一
タ
イ
国
境
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
か
ら
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
帰
っ
た
難

民
の
子
供
た
ち
は
、
「
見
知
ら
ぬ
も
の
へ
の
恐
れ
や
不
安
」
が
強
く
、
対
人
関
係
の
精
神
的
発

達
が
遅
れ
る
「
接
触
性
障
害
」
の
昆
ら
れ
る
例
が
多
い
。
こ
ん
な
調
査
結
果
を
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

で
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
山
形
大
医
学
部
精
神
科
の
桑
山
紀
彦
医
師
が
ま
と
め
た
。

調
査
数
は
ま
だ
少
な
い
が
、
三
十
数
万
人
と
い
う
難
民
の
ほ
ほ
半
数
を
占
め
る
と
い
わ
れ
る
子

供
た
ち
の
心
に
、
閉
ざ
さ
れ
た
キ
ャ
ン
プ
生
活
が
も
た
ら
し
た
影
響
の
大
き
さ
を
示
す
も
の

べ
と
問
医
師
は
話
し
て
い
る
。

　
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会

♀
三
カ
国
、
二
千
入
）
日
本

支
部
所
属
の
桑
山
医
師
が
調
査

し
た
の
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
中
部

の
コ
ン
ポ
ン
ス
プ
ー
帽
の
子
供

た
ち
。
昨
年
十
月
か
ら
二
月
末

ま
で
、
三
歳
か
ら
十
三
歳
ま
で

の
帰
還
難
民
の
子
供
三
十
三
人

と
、
四
箭
か
ら
阿
州
に
住
ん
で

い
る
子
供
四
十
丁
へ
を
観
察
。

　
「
活
動
性
」
や
、
医
師
の
話
し

か
け
な
ど
に
対
す
る
［
反
応
］

″●

な
ど
十
三
の
項
目
で
、
行
動
を

点
数
化
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
帰

還
難
民
の
子
供
は
全
員
に
「
接

触
性
障
害
」
の
傾
向
が
昆
ら
れ

た
、
と
い
う
。

　
弟
（
二
っ
）
に
し
ゃ
ぶ
ら
せ
た
目

分
の
指
を
、
今
度
は
自
分
で
し

ゃ
ぶ
る
女
の
子
（
五
っ
）
。
母
親
は
○
つ
い
た
よ
う
な
表
特
に
な

そ
れ
を
気
に
も
留
め
な
い
。
麻
る
。

の
米
袋
の
糸
を
二
時
間
に
わ
た
　
特
に
目
立
っ
た
の
が
、
糸
ほ

っ
て
ほ
じ
く
り
続
け
て
い
た
十
じ
く
り
を
続
け
る
な
ど
の
「
同

一
歳
の
女
の
子
。
話
し
か
け
る
　
一
反
す
う
行
動
」
。
約
六
割
の

と
突
然
、
動
き
を
止
め
、
凍
子
供
で
毘
ら
れ
た
。
ま
た
、
①

り

医
師
が
笑
い
か
け
た
時
、
約
八

割
は
表
情
を
閉
ざ
し
た
り
、
体

を
か
た
く
し
た
②
年
齢
を
聞
い

た
り
腕
に
触
っ
た
り
す
る
と
、

驚
い
て
包
ち
尽
く
す
な
ど
緊
張

す
る
子
が
七
、
八
歳
以
上
に
な

っ
て
も
七
割
は
い
る
、
な
ど
の

傾
向
が
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
も
と
も
と
そ

の
地
域
で
育
っ
た
子
供
の
場

合
、
「
同
一
反
す
う
行
勲
は

は
と
ん
ど
み
ら
れ
ず
、
医
師
の

働
き
か
け
に
も
、
笑
い
な
が
ら

逃
げ
た
り
、
は
に
か
ん
た
り
の

自
然
な
動
き
を
し
て
い
た
、
と

　
接
触
性
障
害
精
神
的
な
原

因
か
ら
言
葉
や
態
ぼ
鳶
ど
の
発

達
が
遅
れ
る
症
状
。
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
と
も
い
う
。

自
閉
症
や
知
的
障
害
な
ど
の
子

ど
も
に
見
ら
れ
る
。
陣
容
の
程

度
に
合
っ
た
、
穏
や
か
な
環
境

の
も
と
で
、
ゆ
っ
く
り
と
療
養

す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
。

い
う
。

　
・
桑
山
医
師
は
「
調
査
数
が
ま

だ
少
な
い
こ
と
や
、
一
人
ひ
と

り
の
子
供
の
個
性
の
違
い
を
考

慮
し
て
も
、
難
民
の
子
供
に
は

他
人
と
の
接
触
を
恐
れ
る
傾
向

が
は
っ
き
り
う
か
が
え
る
。
将

来
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
復
興
を
担

う
子
供
だ
ち
な
の
に
、
こ
の
ま

ま
で
は
精
神
的
成
長
に
深
刻
な

影
響
を
及
ぼ
す
」
と
、
キ
ャ
ン

プ
生
活
の
後
遺
症
を
心
配
す

る
。
こ
の
た
め
、
少
な
く
と
も

五
年
間
は
調
査
を
続
け
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
教
育
機
関
な
ど
に
実

態
を
訴
え
る
考
え
だ
。

帰
還
難
民
の
子
供
た
ち
の
精

神
状
態
を
調
べ
る
桑
山
医
師

目
コ
ン
ポ
ン
ス
プ
ー
州
で
、

占
田
植
一
郎
写
す
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　　｢看護婦になって難民のために尽くしたい｣－。内戦のためカンボジアを離れ

13歳で来日、岡山市内の老人保健施設で介護の仕事をしながら勉強を続けていた

カンボジア難民クン・ダビーさん(22)＝=岡山市楢津－がこのほど、看護学校に合

格した。県下の看護学校で難民が合格したのは初めて。

ンボジア出身
山のダビーさん
力
岡仕

事
の
傍
ら
猛
勉
学

　
プ
ノ
ン
ペ
ン
出
身
の
ダ
ビ
ー

さ
ん
は
本
国
の
内
戦
激
化
に
と

も
な
い
九
歳
の
時
、
父
ク
ン
・
サ

ワ
ン
さ
ん
（
笠
一
）
ら
と
と
も
に
タ

イ
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
ヘ
。
キ
ャ

ン
プ
で
知
り
合
っ
た
日
本
人
の

勧
め
で
、
日
本
へ
の
定
住
を
希

望
し
昭
和
五
十
八
年
、
サ
ワ
ン

さ
ん
と
継
母
デ
ィ
ウ
・
ブ
ン
さ

ん
（
‘
‘
一
〇
）
の
三
人
で
来
日
し
た
。

　
一
家
は
神
奈
川
県
大
和
串
の

難
民
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー
に
入

り
、
三
ヵ
月
間
日
常
会
話
を
勉

強
。
ダ
ビ
ー
さ
ん
は
地
元
の
小

学
校
に
編
入
し
て
日
本
語
の
勉

強
を
続
け
、
昭
和
六
十
三
年
、

看護婦へ胸を膨らませながら、お

年寄りの介護に励むダビーさん

横
浜
市
の
公
立
定
時
制
高
校
に

合
格
し
た
。

　
グ
ビ
ー
さ
ん
の
夢
は
看
携

婦
。
タ
イ
ヘ
逃
げ
る
途
中
銃
弾

に
倒
れ
息
絶
え
る
人
や
、
キ
ャ

ン
プ
で
多
数
の
負
傷
者
、
病

人
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

看
護
婦
に
な
る
こ
と
を
決
意

し
た
。

　
昼
間
は
両
院
で
看
護
助
手
と

し
て
働
き
な
が
ら
、
高
校
に
通

い
、
昨
年
三
月
卒
業
。
セ
ン
タ

ー
で
知
り
合
っ
た
ア
ジ
ア
医
師

連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
１
本

部
・
岡
山
市
楢
津
、
菅
波
内
科

医
院
内
）
関
係
者
の
紹
介
で
、

菅
波
茂
・
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表
が
院

長
を
務
め
る
老
人
屎
漣
咄
投
す

こ
や
か
苑
（
同
所
）
で
、
介
護

聴
員
と
し
て
働
い
て
い
る
。

　
ダ
ビ
ー
さ
ん
は
こ
の
一
年
、

昼
前
、
夜
勤
の
合
間
を
縫
っ
て

看
護
学
校
入
学
の
た
め
受
験
勉

強
。
今
年
に
な
っ
て
か
ら
、
同

僚
に
苦
手
の
漢
字
の
書
き
取
り

や
文
章
解
釈
の
特
訓
を
受
け
こ

の
ほ
ど
、
念
願
か
な
っ
て
高
梁

祉
護
高
等
専
修
学
校
（
高
梁
市

向
町
）
に
合
格
し
た
。

　
ダ
ビ
ー
さ
ん
は
「
看
護
婦
に

な
る
夢
に
一
歩
近
付
く
こ
と
が

で
き
、
本
当
に
う
れ
し
い
。
将

来
は
ア
ジ
ア
各
地
の
難
民
キ
ャ

ン
プ
で
医
療
支
援
に
携
わ
り
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。
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Dr.ウィリアムが子供をみる
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腹水を抜く　プノムスロイ郡病院にて



ﾈﾊﾟｰﾙにおける騏㈲漕者･肆ぎの閥とﾌﾞｰﾀﾝ骸

事務局長　山本秀樹

ネパールで外国人労働者？

　日本では外国人労働者の問題はたいへん大きな社会問題でそれを受け入れるか否かというこ

とは大きな論争を生んでいる。外国人労働者を生む背景には日本と他のアジア諸国との賃金格

差が最も大きな原因である。しかしながら、外国人労働者の問題は日本だけでなくアジアのい

たるところに存在し、アジアの中でも最も貧しい国の一つであるネパールでもこの外国人労働

者の問題は例外でなく大きな社会問題ともなっている。

-

ネパールとインドで

　ネパールでいう外国人労働者とは主としてインド人を指すことが多い。南アジアではインド　
●

の経済的・政治的影響力は絶大なものがあり、とりわけ内陸国で海路をすべてインドに依存し

ているネーパルにとってインドは強大な隣人である。また、両国の間の国境はオープンボーダー

で両国民はパスポートもビザも出入国に際し必要でなくノーチェックで国境を越えることがで

きる。実際、日本人である私もキャンプ周辺の国境地帯からインド領内をかいま見る機会に数

回恵まれた。

　それに伴い、インドからネパールヘ、また逆にネパールからインドヘ出稼ぎに行く労働者の

数は数十万人とも数百万人と言われているが正確な数はつかまれていない。はっきりしている

ことは、人口８億人のインドから人口１千８百万人のネパールに流人する数は、ネパールから

インドヘ出稼ぎにいく人よりはるかに多いということである。では、なぜネパールよりも開発

の進んだインドからネパールヘ出稼ぎに行くかというと次のような理由がある。まず、インド

は確かにネパールよりは豊かな国であるが（一人あたりＧＮＰはインド：３５０ドル、ネパー

ル：１８０ドル）、貧富の差が大きくて下層階級の人の所得はネパールよりも低いということ

がある。そのため、ネパール人よりも廉価な賃金でしかも過酷な労働条件下（日本でいう３Ｋ）　●

でもよく働き、しかも、ネパール人よりも早く仕事を済ませる。また、インドの国民の多く

　（８０％）はヒンズー教徒でネパール人とも言語・習慣でも近いために、比較的ネパール社会

への適応も易しい。従って、インド人労働者に対するニーズは高く、ネパール国内でもインド

人労働者の数は急速に増えつつある。

　一方では、インドから犯罪者のグループがやってきて、ネパールで犯罪を犯した後インド国

境を越えネパール警察の手を逃れる事件も多く社会問題化している。したがって、インド人の

流人に対して快く思っていないネパールの人々も少なくない。

ＡＭＤＡと外国人労働者

　この外国人労働者の問題に関してもΛＭＤＡも遊けて通れない面がある。ＡＭＤＡのダマッ
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クにおけるヘルスセンターの建設に関しても、地元ダマックの建設・塗装・水道工事等の専門

業者に請け負わせたのだが、業者らが雇った労働者の顔ぶれもなかなか多彩である。地元のネ

パール人は勿論、南インドからやってきたシーク教徒でターバンを巻いたインド人、キャンプ

の生活が暇でブラブラしていたらΛＭＤＡの「ブータン難民のためのヘルスセンター」という

看板を見て働かせてくれと頼んできたブータン難民のおじさんも一緒になってよく働いていた。

そのせいか、ＡＭＤＡのヘルスセンターの建設のスピードは地元の人々が目をみはる程であっ

た。ブータン難民はたてまえ上はキャンプ外で働いては行けないことにはなってはいるか、実

際はキャンプから出稼ぎに行く人の数は相当な数に上りベルダンギキャンプのまわりでは、キャ

ンプができてから定期バスが走るようになり、朝夕はキャンプからの難民の通勤客や、キャン

プで商売をするネパール人でいっぱいである。ブータン難民の労働者に対する評価としてブー

タンの山村に住んでいた人が多いためかネパール人よりも純朴でよく働いてくれると言われて

いる。

ネパールからブータンヘの過去の流れ

　ブータン国内にはブータン人（ソンカ人）の他、南部を中心として総人口の４０％のネパー

ル系住民がいる。ブータンにおけるネパール人の歴史は、約１００年前に労働労働力不足に悩

むブータンヘネパールから建設業・農業労働者としてネパール人が多数移住したことに始まる。

現在、その子孫は３世・４胆まで至っているが、彼らがネパール系ブータン人としてブータン

国内で政府から迫害を受け、そのうちの７万人がブータン難民としてネパール国内に流人して

いるにいたったのである。

一一

●

ブータン難民キャンプで

　難民キャンプでは、食料、保健・医療が援助機関より施され最低限度の生活が保証される。

日本では、栄養不良や病気の子供には世間の関心が集まるが、仕事を失って何もすることがな

く暇を持て余している一家の主である男達の処遇についてはほとんど注目を集めることもない。

仕事が忙しくても精神的ストレスは強いが、「何もすることが無い。」「しかもこれからの見　●

込みがない。」という状態も忙しさのストレスに劣らずストレスが強いものである。

　ブータン難民キャンプではどのキャンブでも出入りが比較的自由で９３年２月現在、治安の

面でも問題はない。表向き、キャンプ外でブータン難民は就労することは禁じられているが、

こうして適当に働きに行っていることが、適当なストレス解消となっているのかも知れない。

　ブータン難民の帰還が遅れブータン難民キャンプのプログラムも長期戦が予想される現在、

難民キャンプでの保健医療プログラムを続ける上でも、彼らのライフスタイルをよく把握した

上での保健医療の対策の立案が必要とされる。彼らの、就労状況についても十分に把握する必

要がある。今後、難民キャンプ内の生活調査・精神衛生の調査が可能であれば試みる価値があ

ると考えられる。

－41－
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ビシュヌ村成人識字教育プログラム
一平成４年度郵載省国際ボランティア貯金助成事業一

山本秀樹

はじめに　ネパールでは、小学校さえ満足に卒業せず家事労働に従事し、おとなになっても文

字のかけない人との割合は高く、特に女性にその割合は高い。 ＡＭＤＡが行っているビシュヌ

村はネパール全土に比較すると識字率は高い（ネパール全国２６％：男3､9％、女１３％、ビ

シュヌ村：５３％）のであるがそれでも依然として非識字者の割合は高い。

　ＷＨＯやＵＮＩＣＥＦの統計でも識字率の向上、特に母親の識字率を高めることが国全体の

保健状況の向上につながることが示されている。

ＡＭＤＡの試み　ＡＭＤＡビシュヌ村地域保健事業の2年目の事業として、９２年3月にビシュ

ヌ村内に成人識字教室を開設した。村内の住民が住居を夜間学校のために開放して近くの学習

希望者に来てもらっている。一方、､ＡＭＤＡは村の小学校の先生に手当を支給し夜間の成人識

字教室の先生に訪問してもらっている。今回、ＡＭＳＡの学生５人と成人識字教室の視察にいっ

たので報告する。

　成人識字教育は、夕食時の家事を終えた女性を対象にしているのと、冬季には一日おきに夕

方５時から７時まで停電するため、毎日午後７時に始まり１時間程度行われている。

　まず、車で麓まできた後、AMDA、Nepa1のDr.Nirma1の案内で真っ暗な山道を何度も

つまずきそうになりながら歩くこと２０分めざす教室へたどりついた。教室の中では約１０人

の成人女性と子供達が一緒に文字を勉強していた。われわれ、日本人一行が着くと授業はしば

し中断し歓迎を受けた。そして、いく人かの生徒にインタビューを試みた。

- －

●

村人の反響　女性１（未婚の２０代前半の女性）

　「子供の頃は、学校に通ったのですか？」

　「私は、兄弟の一番上だったので、弟や妹の世話、家の仕事の手伝いで忙しくて学校には行け

ませんでした。」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●

　「今は字は読めるようになりましたか？」

　「１ヵ月ほどここで勉強したので、全部読めるようになりました。」

　「字が読めるようになったことでどんなことが変わりましたか。」

　「自分の名前が害けるようになったし買い物に行っても何か書いてあるかわかるようになりま

した。」

「あなたが、結婚して子供を生んだら子供には学校に行かせようと思いますか。」

「もちろん行かせます。」

「ここの教室は、日本の一般の人々の寄付でできたのですが日本について何か知っていること

はありますか。」

「日本の人は、たいへん勤勉でチームワークで働くと聞いています。」
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　「ありがとうございました。」

女性２（この教室で一番年輩の人）

「ナマステ、今お年はいくつですか？」

「４５才です（年齢よりもずいぶん老けて見える）」

「授業はむずかしいですか？」

……　回回回陽胆墨回質哲聯谷千呂'

_。‥

‥‥‥‥　漿聯　　澗顎

　　　2　J,'ｽﾞj………5……
ii回宍戸呂ﾀﾞ９　゛

Ｅ．；ヾ

旨戸ﾖ
ビシュヌ村成人識字教室

「そうでもないのですが、ただ教科書の小さい字が見えなくて困ります。（おそらく、彼女の

年齢から考えると老視であろう）」

一1●　Dr･Nirma1「今度の土曜日のＡＭＤΛの診療所に来るように。目を良く診てあげるから。そ

　｜　　して必要なら眼鏡をつくりましょう。」

｜

「あなたの家では、ほかの人は字は読めますか？たとえば、ご主人やお子さんは？」

「主人は字が読めます。息子も学校へ行ったので読めますが、学校をやめてしまいました。」

「どうして止めたのですか？」

「良くわかりませんが、やめて働いています。」

子供が、学校をやめるということは大変なことなのであるが、親がこの程度の認識しか持って

いないということがネパールの大きな問題ということができるであろう。

　「日本について何か知っていることはありますか？」

　「私は、インド以外のことはあまり知りません。町にもあまり出ないので日本の商品もあまり

知りません。」

今後の展開　この成人識字教育事業を行うに際しては、教室の確保、先生の確保、教材の配布

等の困難があるが、村人の協力によって少しずつ進展しつつあり教室の数も村の中で３つとなっ

た。このビシュヌ村では人口１０６６人のうち４ １７人の非識字者がいる。（１９９１年の凋

査による）一つの教室で１０人が３ヵ月のコースを終えるにしても３つの教室で年間１２０人

の非識字者が解消される計画であり、このペースでいくとかていしても約４年かかる計算で長

期的な取り組みが必要である。

　日本でも、昔家庭の事情で学校へ行けずに大人になって初めて字を習った女性の作文の中で。

　「夕焼け」という字を習った後で「夕焼け」を見たら今までと違った美しさがあったそうであ

る。ビシュヌ村はカトマンズ盆地を見おろす山の山腹にありそこから見た夕焼けはたいへん美

しいものである。ここの識字教室で学んでいる人々にとってビシュヌ村の夕焼けはどのように

映っているのであろうか？日本のＡＭＤＡの会員のみなさんも一度ビシュヌ村の夕焼けを一度

村人と共に見に来てくだされば喜ばしい限りである。
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ＡＭＤＡ国際医療情報センター便り

　　154東京都世田谷区新町２－７－１　横尾ビル２０士

　　・103(3706)4243,03(3706)7574，FAX 03(3706)4420

センター電話相談（1992年4月1日～1993年1月31日）

１．外国人からの相談件数

　　　4月　5月　6月　　7月　8月　9月　　10月　11月

件数　103　　95　119　110　104　113　　158　　123

12月

　88

1月

110

計

1123

２．外国人相談者国籍別統計　（１月相談のあった国名のみ列挙））

国名

一　－
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中国

フィリピン

上月件数　累計

３１

４
４
５
２
２
４
Ｑ
Ｕ

Ｉ

デシュ　２

３．　外国人相談者居住地域

　　　　　　　１月

　　東京　　　　５９　１２

　　神奈川　　　１３　　　２

　　埼玉　　　　　６　　　１

　　千葉　　　　１２　　　１

４．相談内容

５

--－－

586

257

131

120

108

104

　90

　84

　54

累

９

３

７

３

韓

ス

日

イ

イ

フ

ア

ナ

タ

計

5（58

6（10

い７

０（５

(1)言葉の分かる医師の紹介

(2)医療制度

(3)金銭間間・ﾄ･ラブル相談

(4)病気の説明

(5)その他
　　　　　　合計

他機関からの相談件数

い)病院

(3)マスメディア

(5)企業

一一一一・

国

り

本

－
フ

ン

ｰ〃
フ
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ド
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6X）

7X）

8恥

　１月
　９０

　　０
２
４
４

　　　　ﾌL］

（機関別）

６．他機関からの相謨・問い合わせ内容

ぽ)通訳・言葉

(3)制度

圈恬勤内容

(7)その他
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７
７

０
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２２２
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43

38

25

23

21

17

17

15

１

開設日からの累計
　２２２７

イスラエル

スイス

チリ

ベトナム

不明
合計

１
１
１
１

Ｌ月

　８

１２

１０ ２

　□

１１０

.7S）

.8X）

.8X）

.3S）

.4X）

00X）

累計

２２６（１

１ ６ ９（

２２７（

0.

7.

10

(2)公的機関(大使館・自治体等)

(４)ＮＧＯ

(６)その他
　合計

(複数回答)

(2)医療機関紹介

(4)医療費について

(6)取材

H

C
!

C
7
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３
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センター報告

１．１２月の電話相談では、ペルー人からの相談が８８件中１５件ありました。今までの

　　ペルー人からの相談の月平均の約３倍の件数です。内容としては、肺や肝臓などの疾

　　患で、ぎりぎりの状態まで我慢しているケースがほとんどでした。この背景には、不

　　況という経済状況ということもありビザの更新が非常に難しくなってきているという

　　ことが考えられます。ですから、オーバーステイのペルー人が増えて行くことはある

　　程度必然的なことかもしれません。彼らは、オーバーステイということなどを気にし

　　て、少しの身体の不調では医療機関に行くのを我慢して、結局は深刻な状態になって
　　いるようです。もう少し早く医療機関を訪れられたら良かったのにと電話を通して痛

　　感させられる次第です。

２

これからのセンターの活動をより確実なものとしていくために、センターの活動を支

えて下さる会員を募る会員制度と、医療機関とセンターとの密接な顔の見える協力関

係を築き上げるために医療機関の登録制を導入する方針です。ただいま原案を作成中

ですが、完成しましたら皆様にお知らせ致します。宜しくお願いします。

３．２月１日から、夜間の救急医療相談を始めました。外国人が東京都内の救急病院に運

　　ばれて、通訳が必要な場合、病院の先生からセンターに電話を入れて頂き、電話で通

　　訳を致します。対応言語は、英語、中国語、タイ語の３言語です。（５月からはスペ

　　イン語と韓国語が加わります。）時間帯は平日月曜日から金曜日までは、午後５時か

　　ら１０時までと、土曜日、日曜日、祭日は、午前９時から午後１０時までです。救急

　　の場合に言葉の面でお役に立てることを嬉しく思っております。

　　ＡＭＤＡ国際医療情報センター賛助会員

　　　　　　　　　　　募集のお知らせ

　ＡＭＤＡ国際医療情報センターはＡＭＤＡ（アジア医師連絡協議会）日本支部が国内

プロジェクトである在日外国人の医療に取り組むため、ＡＭＤＡ会員内部の寄付金を基
に平成２年４月に設立したものです。

　現在、月平均１００～１１０件の外国人からの、または外国人に関する電話医療・医

療相談を行っている他、１１か国語での診察補助表の発行、各種シンポジウム、セミナ

ーの開催さらに平成５年２月より東京都の救急医療通訳事業の委託を受けるなど、在日

外国人が基本的人権にのっとって、日本人同様、より良い医療を享受できるよう努力を

致しております。

　ＡＭＤＡ国際医療情報センターでは活動基盤をさらに確固たるものにするため、この

たびセンターを財政的、精神的に支援して下さる賛助会員を募集することになりました。

　個人会員は年会費一口６０００円、企業・団体会員は年会費一口２万円です。会員に

なられた方には、月刊ＡＭＤＡ国際医療情報センターだよりやセンター主催の各種催し
のお知らせをお送り致します。

　入会方法などは０３－３７０６－４２４３、３７０６－７５７４、センター事務局ま

でお問い合わせ下さい。
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ハＭＤＡ国際医療情報センター便り

　　154東京都世田谷区新町２－７－１　横尾ビル201

　　1b103(3706)4243,03(3706)7574，FAX 03(3706)4420

センター業務

１）電話による相談

　　　受付時間

（無料）＊外国語のわかる病院、医師の紹介

対応可能な言語：

＊医療制度紹介

月～金（ＡＭ　９：３０～　ＰＭ　５： ００）

土　　（ＡＭ１０：　ＯＯ～ＰＭ　１：　ＯＯ）

英語（毎日）、中国語（月、水、木、土曜日）、
韓国語（火曜日）、スペイン語（火曜日）、

ポルトガル語（水曜日）、フィリピノ語（水曜日）、

タィ語（火、水、木曜日）
２）

３）

外国人の医療問題に関するシンポジウム、セミナーの開催

各国語版問診表の作成

センター電話相談（1992年4月1日～1993年2月28日）
１．外国人からの相談件数

　　　4月　5月　　6月　　7月　8月

件数103　95　119　110　104

2.外国人相談者国籍別統計
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スウェーデン
パキスタン

一一

３

38

14
７
Ｑ
り
ｎ
Ｍ
）
″
１
ａ
り
乙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

１２

１１

１

１

１

外国人相談者居住地域
　　　　　２月

　　東京

　　神奈川
　　埼玉

　　千葉

４．相談内容

９３

２３

１７

　９

624

271

138

129

116

109

102

　96

　65

　7

　5

　49

　　累計

１３８８

　２５９

9月

113

10月
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11月12月

123　　88

1月
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2月　　計

169　1293

（２月相談のあった国名のみ列挙））
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(57.9S)

(10.8S)

１８８（７

１ ３ ９（５

(1)言葉の分かる医師の紹介

(2)医療制度

(3)金銭問題・トラブル相談

(4)病気の説明

(いその他

　　　　　　合計
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0（2.5S）

3（4.3S）

6（　100S）

開設日からの累計

　　２３９７

イスラエル

　
ド
ク
イ
ー
　
　
　
カ

　
ン
ー
ア
マ
ン
　
コ
リ

ツ
ラ
マ
グ
ン
イ
ナ
シ
タ

イ
ー
ン
ル
ャ
ペ
ー
キ
ス
明
計

ド
ポ
デ
ウ
ミ
ス
ガ
メ
コ
不
合

月

２

５

９ ２

１

２
３
１
１
１
１
１
１
１
ｎ
ｎ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

169

累計

２３８（

１ ８ ４（

３９６（

１５

２３

４
り
Ｊ
ｎ
／
Ω
Ｑ
乙

　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

１１

１５

ｎ
ｘ
リ
ー
ー

　
　
　
　
５

　
　
　
　
１

9.9X）

7.7X）

100Z）

｜

」

●゛「

●

●



'¶

ｒｌ

ｆｌ

５

６

他機関からの相談件数(機関別.)

(1)病院
(3)マスメディア

(5)企業

他機関からの相談・問い合わせ内容
(1)通訳・言葉　　　　　　2

(3)制度　　　　　　　　　1

(5)活動内容　　　　　　　8
(7)その他　　　　　　　　５

センター報告

１

２

4

.1

1.

(2)公的機関(大使館・自治体等)
(４)ＮＧＯ

(６)その他

　合計

(複数回答)
(2)医療機関紹介
川医療費について
(6)取材

C
I

H
￥

７

９
）
圭
７

　
　
　
　
　
士

２月士日から東京都の受託事業として、夜間の救急医療相談を開始して２ヶ月目には
いりました。対応言語は、英語、中国語、タイ語です。センターが夜間の救急の場合
に通訳体制を敷いていることを、まだ、都内の救急病院で完全に把握されていないと

いうこともあり、相談電話件数は今のところ６件です。外国人が救急病院に運ばれて

病院側で通訳が必要な場合、ぜひ利用して頂きたいと思っています。

先月号でもお知らせ致しましたが、今後のセンターの活動を確実に、そしてより発展

性のあるものにしていくために、センターの活動を支えて下さる会員を募る会員制度

と、医療機関とセンターとの密接な顔の見える協力関係を築き上げるために、医療機

関の登録制を導入することになりました。詳しくはセンターまでお問い合わせ下さい。

３、小林所長が、岡山市医師会（講演）、韓国人医師会（参加）、大和市国際理解講座、
　　（講師）、東京都衛生局「助産婦、看護婦（士）、保母、准看護婦」新人研修会（講
　　師）、神奈川県立七沢病院ソーシャル　ワーカー勉強会（講師）で外国人医療につい
　　て話を致しました。これからも、より多くの人々に外国人医療に関して知って頂こう
　　と考えています。

ｆ

韓国語通訳

金貞圭（日本デザイナー学院在学）

チョーウンベケスムニダ！（韓国語で゛はじめましでの意味です。）

　私は韓国から来て２年６ヶ月になり、現在、渋谷の日本デザイナー学院でグ
ラフィックデザインの勉強をしています。韓国では、公演関係のデザインをし
ていたので、日本に来てからも、日本語が少し話せるようになってから公演関
係の通訳をたまにやっています。
　ＡＭＤＡで働けるようになったのも、以前一緒に通訳をしてた方の紹介で、
去年の１２月から韓国語通訳で入るようになりました。今までは韓国人からの
電話もそんなにないので事務室の手数になるばかりです。これからも、私の下
手な日本語でも何らかの役に立てたらと思いますし、また、私にとってもひと
つひとつ勉強になることばかりなので、できればいつまでもＡＭＤＡで皆さん
と協力し合いながら働きたいなと思っております。よろしくお願い申し上げま
す。

ポルトガル通訳

ヴィンセンチ　メンデス（上智大学学生）

　私はブラジルのヴィンセンチ　メンデスです。去年の１０月から、上智大学

で日本語を勉強しています。今、天坂さんという友達は仕事を始めるので、Ａ
ＭＤＡをやめなければなりません。ですから、ポルトガル語を話せる人がいな
くなってしまいます。私でよかったらＡＭＤＡを手伝いたいと思います。　どう
ぞよろしくお願いいたします。

・－－
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果
と
し
て
は
不
法
滞
在
者
が
多
い
た
め
制
度
の
な
か
に

組
み
込
め
な
い
、
考
い
う
事
態
に
至
る
か
ら
で
あ
る
。

第
二
に
、
前
例
が
な
い
こ
と
に
「
官
」
は
対
応
を
避
け

る
傾
向
が
あ
る
、
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

　
一
方
、
臨
床
の
現
場
で
も
、
外
国
人
で
あ
る
こ
と
を

理
由
に
、
診
療
を
忌
避
す
る
医
療
機
関
が
あ
る
こ
と
も

し
ぱ
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
在
Ｈ
外
国
人
の
主
な
居

留
地
は
都
市
で
あ
る
。
そ
こ
は
ま
た
、
医
療
機
関
も
多

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
だ
が
、
在
日
外
国
人
を
診
る
と
こ

ろ
は
少
な
い
。
在
Ｈ
外
国
人
は
、
医
療
過
密
の
な
か
の

医
療
過
疎
の
状
態
に
盾
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
意
外
と
強
固
で

　
　
持
続
性
の
あ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
こ
う
い
っ
た
在
Ｈ
外
国
人
を
診
る
医
療
機
関
も
ま
た

自
然
発
生
的
に
出
現
し
、
孤
立
点
在
し
て
い
た
。
そ
の

思
惑
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
が
、
現
実
へ
の
危
機
感
か

ら
こ
れ
ら
カ
医
療
機
関
の
間
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
Ｌ
か

ら
の
か
け
声
で
で
き
た
病
診
連
携
と
は
違
う
連
携
が
生

ま
れ
つ
つ
あ
る
。
さ
ら
に
は
こ
の
な
か
か
ら
、
専
ら
に

医
療
相
談
を
扱
う
組
織
が
分
化
す
る
と
い
う
現
象
も
現

れ
て
き
た
。
筆
片
の
所
属
す
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
医
療
情

報
セ
ン
タ
ー
・
乞
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
（
そ
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
『
医
療
経
営
情
報
』
Ｔ
几
・
几
二
年
一
一
月
増

阿
号
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。

　
ま
た
、
医
療
ほ
外
の
広
が
り
で
助
け
合
う
連
携
む
み

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
晴
阿
で
あ
る
。
事
態
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
吋

び
起
こ
す
、
こ
い
っ
た
ほ
う
が
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
う
い

っ
た
ボ
ラ
ン
ニ
ー
ア
あ
る
い
は
ボ
ラ
ン
テ
ｆ
ア
桔
踊
‥
を

国
人
を
積
極
的
に
診
療
す
る
よ
う
に
な
っ
て
以
来
、
入

院
期
間
が
日
本
人
患
者
に
お
い
て
も
短
縮
さ
れ
、
現
在
、

平
均
在
院
日
数
は
回
一
～
一
四
日
と
な
っ
て
い
る
。

も
っ
た
機
関
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
一
見
頼
り
な

い
よ
う
で
い
て
意
外
と
強
固
で
あ
り
、
持
続
性
を
も
っ

て
お
り
、
学
閥
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
さ
を
片
方
で
有

し
て
い
る
。

　
医
療
が
悩
め
る
人
の
た
め
で
あ
る
こ
と
を
思
う
と
き
、

わ
れ
わ
れ
医
療
人
は
体
制
や
制
度
に
依
存
し
す
ぎ
て
は

い
な
い
だ
ろ
う
か
。
保
険
制
度
は
な
る
ほ
ど
優
れ
て
は

い
る
か
、
そ
の
外
に
あ
る
も
の
に
目
を
向
け
る
必
要
か

な
い
、
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
し
か
も
、
制
度
の
外

に
置
か
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
外
国
人
も
ま
た
地
域
の
住

民
で
あ
り
、
医
療
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
在
日
外
国
人
医
療
に
お
け
る

　
　
病
診
連
携
の
留
意
点

　
以
上
の
よ
う
に
書
い
て
く
る
と
、
日
常
医
療
で
外
国

人
を
診
る
と
き
は
身
銭
を
切
り
、
相
当
一
の
犠
牲
的
精
神

を
も
っ
て
、
清
く
貧
し
く
美
し
く
対
処
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
、
と
思
う
読
者
も
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、

実
際
は
そ
う
い
っ
た
も
の
で
も
な
い
。
経
営
を
破
綻
さ

せ
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
民
間
の
医
療
機
関
で
、
持
続

し
て
こ
う
い
っ
た
医
療
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
い
く
つ
か
の
こ
と
に
留
意
す
る
こ
と
で
、
可
能
と

な
る
の
で
あ
る
。

　
自
費
診
療
と
な
る
場
合
が
多
い
の
で
、
ま
ず
第
一
に

患
者
の
経
済
状
態
に
合
わ
せ
て
事
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
肝
心
で
あ
る
。
こ
う
い
う
と
き
、
本
人
に
ど
れ
だ
け

の
支
払
い
能
力
が
あ
る
か
を
尋
ね
る
こ
と
は
決
し
て
礼

を
失
す
る
に
は
あ
た
ら
な
い
。
現
在
お
よ
び
将
来
に
お

け
る
能
力
を
杷
押
し
、
検
査
、
治
療
を
選
択
し
て
い
く

操
作
は
、
懐
艮
へ
‥
に
ハ
‥
わ
せ
て
料
‥
理
を
注
文
す
る
の
に

　
在
日
外
国
人
の
医
療
、
と
い
う
こ
と
を
切
り
口
に
、

地
域
医
療
、
病
診
連
携
を
論
し
た
。
一
見
関
係
の
な
い

似
て
い
る
。

　
選
択
す
る
こ
と
は
、
一
方
で
捨
て
る
作
業
を
行
う
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
保
険
診
療
で
は
許
さ
れ
た
、
と
り

あ
え
ず
心
配
だ
か
ら
や
っ
て
お
く
検
査
、
と
い
っ
た
も

の
は
省
く
必
要
が
あ
る
。
私
は
保
険
で
あ
る
が
ゆ
え
の

無
駄
も
ず
い
ぷ
ん
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
自
費
診
療
は
、

医
療
者
側
に
も
厳
し
い
選
択
を
強
い
る
点
で
、
手
ご
た

え
の
あ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
私
の
い
る

病
院
で
は
保
険
点
数
を
そ
の
ま
ま
換
算
し
た
額
を
医
療

費
と
し
て
請
求
し
て
い
る
。
大
学
病
院
で
は
こ
の
二
倍
、

三
倍
を
も
っ
て
自
費
診
療
と
し
、
請
求
し
て
い
る
が
、

そ
れ
は
相
手
を
み
な
い
や
り
方
で
あ
り
、
未
払
い
が
増

え
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

　
治
療
費
お
よ
び
治
療
期
間
が
ど
れ
く
ら
い
に
な
り
そ

う
か
、
予
測
を
告
げ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
と
違
わ
な
い

よ
う
に
す
る
努
力
も
大
切
で
あ
る
。
他
の
医
療
機
関
に

紹
介
す
る
必
要
が
生
じ
た
場
合
は
、
紹
介
先
の
医
療
技

術
、
能
力
、
支
払
い
錆
求
方
法
を
よ
く
知
っ
た
う
え
で

行
う
。

　
言
葉
に
つ
い
て
は
、
外
国
人
を
診
よ
う
と
い
う
意
欲

が
語
学
能
力
を
高
め
る
も
の
で
あ
っ
て
、
最
初
か
ら
流

暢
で
な
い
と
外
国
人
医
療
に
は
取
り
組
め
な
い
と
思
う

と
、
事
は
萎
縮
し
て
進
ま
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
外
国

語
を
覚
え
る
の
は
何
歳
に
な
っ
て
か
ら
で
も
始
め
ら
れ

る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
本
来
楽
し
め
る
も
の
で
も
あ

る
こ
と
を
、
私
は
身
を
も
っ
て
昧
わ
っ
て
い
る
。

　
外
国
人
を
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
雇
用
す
る
の
も
よ
い
こ

と
で
あ
る
。
一
見
面
倒
な
こ
と
、
困
難
な
こ
と
の
な
か

に
、
展
望
や
還
。
几
で
き
る
事
柄
が
潜
在
し
て
い
る
よ
う

に
思
え
て
な
ら
な
い
。
1

‐
1
…
″
実
、
私
の
い
る
病
院
で
は
外

外
国
人
の
医
療
環
境
を
改
善
す
る
努
力
が
、
地
域
医
療

の
質
的
向
上
に
役
立
つ
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。
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国
内
に
お
け
る

　
　
国
際
化

　
近
年
に
お
け
る
世
界
各
国
の
政
治
・
経
済
の
変
動
は
、

｝
方
で
民
族
の
移
動
と
い
う
新
た
な
事
態
を
生
み
っ
つ

あ
り
、
わ
が
国
へ
も
例
外
な
く
影
響
を
与
え
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
医
療
は
、
外
（
海
外
）
か
ら
の
社
会
構
成

の
変
化
を
考
慮
せ
ず
に
済
む
、
い
ね
ば
閉
ざ
さ
れ
た
医

療
環
境
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
流
人
す
る
外
国

人
は
そ
の
在
住
形
態
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
定
住
者
と

な
り
、
地
域
住
民
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
地
域
医
療
の
概

念
も
こ
の
変
化
に
沿
い
、
修
正
拡
大
し
、
さ
ら
に
包
括
的

な
も
の
に
変
Ｒ
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
観
点
か
ら
地

域
医
療
に
お
け
る
連
携
と
い
う
も
の
を
考
え
て
み
た
い
。

　
わ
が
国
に
居
住
す
る
外
国
人
で
、
外
国
人
登
録
を
行

っ
て
い
る
・
べ
’
、
は
約
一
一
〇
万
人
で
、
こ
の
う
ち
日
本

の
旧
植
民
地
だ
っ
た
韓
国
・
北
朝
鮮
を
国
籍
と
す
る
者

が
約
六
九
万
Ｋ
、
中
国
（
台
湾
を
含
む
）
か
約
一
四
万

人
で
合
わ
せ
て
じ
五
％
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
現
在
急
浬
に
増
加
し
て
い
る
の
は
外
国
人
登
録
を

４

行
っ
て
い
な
い
人
々
で
、
そ
の
実
数
は
不
明
だ
が
Ｉ
〇

〇
万
人
近
い
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
外
国
人
登
録
を
行

わ
な
い
こ
と
自
体
は
違
法
で
は
な
い
。
だ
が
、
滞
在
許

容
期
間
を
過
ぎ
て
の
在
日
は
当
然
違
法
で
あ
り
、
「
不

法
滞
在
」
と
呼
ば
れ
る
状
態
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
主
た
る
理
由
は
わ
が
国
で
の
就
労
で
あ
る
。
就

労
を
可
能
と
す
る
の
は
わ
が
国
の
人
手
不
足
と
い
う
現

実
で
あ
る
。
こ
う
し
て
政
府
の
唱
え
る
「
国
際
化
」
は
、

皮
肉
な
か
た
ち
で
ひ
と
足
先
に
国
内
で
は
現
実
の
も
の

と
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
け
れ
ど
も
、
私
が
こ
こ
で
片
い
た
い
の
は
、
法
解
釈

の
こ
と
で
は
な
い
。
人
が
移
動
す
る
と
い
う
こ
と
は
生

活
や
医
療
と
い
っ
た
諸
事
が
必
ず
仔
っ
て
い
る
と
い
う
、

あ
た
り
前
と
は
い
え
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
側
面
の
こ
と

で
あ
る
。

　
　
医
療
現
場
で
の

　
　
在
日
外
国
人

　
旧
来
か
ら
在
住
す
る
、
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る

人
々
の
大
半
を
占
め
る
在
日
朝
鮮
入
に
つ
い
て
は
、
医
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療
制
度
の
枠
の
な
か
で
ほ
ぼ
満
足
す
べ
き
医
療
か
行
わ

れ
て
き
た
、
と
い
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
。
し
か
し
新

来
の
、
就
労
を
目
的
と
し
て
急
増
し
つ
つ
あ
る
外
国
人

の
医
療
は
制
度
の
。
番
外
仙
７
に
あ
り
、
現
場
で
は
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
と
と
も
に
、
ま
た
さ
ま

ざ
ま
な
試
み
も
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
当
然
予
想
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
番
の
問
題
は
言
葉
で

あ
り
、
後
述
す
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

　
（
東
京
・
匪
田
谷
区
）
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
の
ハ
○
％

を
占
め
て
い
る
。
件
数
と
し
て
は
多
く
は
な
い
が
、
医

療
費
を
め
ぐ
っ
て
の
相
談
も
深
刻
で
あ
る
。
ま
た
、
イ

ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
も
決
し
て
欧
米
人
の
み

に
み
ら
れ
る
権
利
の
主
張
で
は
な
く
、
い
か
に
わ
が
国

の
医
療
現
場
に
対
話
が
欠
け
て
い
た
か
を
物
語
る
証
拠

で
も
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
自
然
発
生
し
て
き
た
問
題
は
、
厚
生

省
を
頂
点
と
す
る
監
督
官
庁
に
よ
る
介
入
手
段
で
は
解

決
さ
れ
に
く
い
性
質
を
帯
び
て
い
る
。

　
そ
の
第
一
の
理
由
は
、
こ
れ
ら
外
国
人
の
法
的
身
分

の
不
安
定
さ
で
あ
る
。
す
べ
て
で
は
な
い
に
せ
よ
、
結

－
’
Ｉ
　
Ｉ
Ｉ

ｆ・
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Books help toreign patients
Doctor writes from experience atintemational dnic

By

Slall

ＡＳＡＫ（）ＭＵＲΛＫΛＭＩ

ｗｒｉｔｅｒ

　A doctor who has treatedl

foreign patients for nearly 10

years in Yamato， Kanagawa

Prefecture,has recently com-

pleted　two　books　that　he

hopes win help improve the

medical care of foreigners in

Japan｡

　“A Guide to the Japanese

Health　Care　System”by

Yonevuki　Kobavashi.Dub-

inM left unpaid or foreigners

delaying seeking treatment.

　The book focuses on the

public medical and welfare

systems available to foreign-

ers and how they can find

good medical care at the min-

imum cost，he says.

　lt is written in Japanese，

Korean，Chinese，English，

Spanish and Portuguese.

　“Gaikokujin Kanja Shinryo

Yoneyuki　Kobayashi，pub-　Gaidobukko（Guide to Treat-

lished by Nakayama Shoten　ing Foreign Patients）,¨pub-
Co.，describes both medical　lished by Medical lnforma-
insurance and services.avail･

able in this country.

　Kobayashi says a lack ofin-

formation　for　foreigners

about the medical system is

contributing to an increase in

problems involving foreign-

ers，such as medical bms be-

tion Express Co.js aimed･at

Japanese working at medicil」
　　　　　　　　　　　　　　■II- .･.
facilities. ●●●棹－

　Kobayashi's tips include

advice on what to be aware of

when helping hospitalized for-

eigners，who come from dif-

ferent cultures with different

51－

customs，and　how　lo　pre-

scribe medicines for lhem.

　After treating many lndo-

chinese refugees at Yamato

Municipal Hospital， Kobaya-

　shi opened a cljnicin January

　1990 in the city providing

　treatmenl in eight languages.

　including Chinese，Korean

　and Spanish.

　　　The clinic had treated l,198

　new foreign patients from 37

　countries by the end of last

　year.
　　　“Despitelanguage and cul-

　tural barriers， giving appro-

乙.priate treatment to foreigners

り.-comes down to how to create

　good　relationship　with　pa-

　tients,¨　Kobayashi　says.

　“And lhat applies not only to

　foreigners，but also to Japa-

　neSe.”
　　　Both books are available at

major bookstoies across the

country.
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　平成５年２月６日（土）午後７時３０分から９時３０分まで医師会館にて
岡山市医師会と岡山県国際交流協会の主催で在日外国人医療セミナーがＡＭ
ＤＡ国際医療情報センター所長小林米幸先生を講師にお招きして開催されま
した。
　岡山県自体は在日外国人医療問題については首都圏などのように切羽詰ま
っていませんが２年後の広島でのアジアオリンピックの開催などを控えてい
ます。「転ばぬ先の杖」といった状況設定でこの医療セミナーが開催されま
した。お世話になりました福島岡山市医師会長をはじめとした岡山医師会関
係者の方々、森下吉備医師会長及び岡山県国際交流協会関係者の方々に厚く
お礼を申し上げます。
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‥‥‥‥‥‥‥　‥‥　講演中の小林先生

左より
岡山県国際交流協会　曽田氏

岡山市医師会副会長　乾先生

岡山県国際交流協会事務局長
　　　　　　　　　　　内野氏

岡山市医師会長　福島先生

クンダビー氏

ＡＭＤＡ国際医療情報センター
　　　　　　　所長　小林先生

ＡＭＤＡ代表　菅波先生
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2版年（1993年）１月２２日（金曜日）平成掌Ｒ-i芦冶F

県
交
流
協
会
　
　
　
　
‥

　
多
く
の
医
療
機
関
が
外
国
人
の
診
療
で
、
言
葉
や
診
療
貝

支
払
い
な
ど
で
悩
む
ケ
ー
ス
は
多
い
。
県
肌
際
交
流
協
会
（
中

村
肖
理
事
長
）
は
そ
れ
ぞ
れ
英
・
仏
・
独
の
三
カ
国
語
を
対

訳
し
た
受
診
の
手
引
（
外
国
人
医
療
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
）
を
作

成
し
た
。
同
協
会
は
県
内
医
療
機
関
に
配
布
す
る
ほ
か
、
世

界
ア
ル
ペ
ン
で
来
県
す
る
外
国
人
観
光
客
向
け
に
と
、
実
行

委
員
会
に
寄
贈
す
る
。
県
内
の
医
療
現
場
の
国
際
化
時
代
に

対
応
し
た
体
制
整
備
の
第
｝
歩
こ
″
’
る
。

外
国
人
患
者
、
医
師
向
け
に

ト
ラ
ブ
ル
防
止
図
る

　
同
協
会
が
編
集
し
た
外
国

人
医
療
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
受

診
す
る
外
国
人
と
診
療
に
あ

た
る
医
師
が
共
通
し
て
利
用

で
き
る
。

ｆｌ

県内在住の外国人が壹鯵の苦労を謳った医療シンポジウム.j新た

な外国人医療ハンドブックは医師、曼鯵者とも朗報にｇ昨年10月
　
　
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
二
部
構

一
。
Ａ
４
判
、
十
三
町
。
第

　
一
部
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
で
は

保
険
加
入
を
し
て
い
な
い
外

国
人
の
た
め
社
会
保
険
、
国

民
健
康
保
険
、
民
間
医
療
保

険
な
ど
の
仕
桁
み
に
つ
い
て

説
明
し
て
い
る
。
特
に
各
種

医
療
保
険
の
自
己
負
担
に
つ

い
て
詳
し
く
斟
か
れ
、
医
療

機
関
で
多
い
医
療
費
の
支
払

い
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
を
狙
っ

て
い
る
。

　
第
二
部
の
診
療
サ
ー
ビ
ス

で
は
「
受
付
で
の
応
答
≒
患

者
か
ら
の
訴
え
」
「
医
師
か

ら
の
指
示
」
「
薬
剤
師
の
指

示
」
の
四
項
目
に
分
か
れ
、

病
状
を
痛
い
、
か
ゆ
い
、
発

疹
（
ほ
っ
し
ん
）
、
し
び
れ

な
ど
の
言
葉
で
表
し
、
め
ま

い
、
動
悸
（
き
）
、
下
痢
、

吐
き
気
な
ど
症
状
を
記
載
し

て
い
る
。
　
　
／

　
外
国
人
の
中
に
は
薬
種
が

わ
か
ら
ず
服
用
し
な
い
人
も

多
い
た
め
、
飲
み
薬
、
塗
り

薬
、
座
薬
に
分
け
、
薬
の
種

類
か
ら
用
法
ま
で
詳
し
く
説

明
し
て
い
る
。

「・

　
一
年

五
月
、
県
円
医
療
機
関
二
百

九
十
一
（
医
科
二
百
四
十
一
、

歯
科
五
十
）
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
し
た
結
果
、
三
年
度
に

受
診
し
た
外
国
人
患
者
は
延

べ
五
百
九
十
人
。
患
者
の
半

数
は
ア
ジ
ア
、
次
い
で
北
米
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
。

　
診
療
の
際
、
言
葉
な
ど
に

問
題
が
あ
っ
た
の
は
医
科
で

一
九
％
、
歯
科
で
一
二
％
、

保
険
加
入
者
は
医
科
、
歯
科

と
も
四
〇
％
余
に
す
ぎ
な
か

っ
た
。
　
　
　
　
。
｀

　
盛
岡
市
内
の
病
院
の
医
師

は
「
英
限
は
ほ
ぐ
ん
ど
の
医

師
、
歯
科
医
師
が
話
せ
る
と

思
う
が
、
独
嘔
、
仏
扇
が
あ

る
の
が
う
れ
し
い
。
‘
ア
ル
ペ

ン
ぱ
か
り
で
な
く
ふ
だ
ん
の

診
察
や
看
護
婦
用
の
テ
キ
ス

ト
と
し
て
も
使
い
た
い
」
と

群
ん
で
い
る
。

　
県
国
際
交
流
協
会
松
一
肩

巳
事
務
局
長
は
「
関
連
機
関

の
協
力
で
｀
蔑
し
た
。
鍔
査

で
分
か
っ
た
障
害
を
除
く
方

策
の
ひ
と
つ
。
こ
れ
が
医
療

だ
け
で
な
い
国
際
化
の
た

め
の
第
一
歩
」
必
貼
し
て
い

る
。

　
平
成
三
年
末
の
県
内
在
住

の
外
国
人
は
四
十
カ
国
、
二

千
五
百
七
十
八
人
で
、
約
半

数
が
韓
国
・
北
朝
鮮
人
、
続

い
て
フ
ィ
リ
ピ
ソ
、
中
国
、

米
国
な
ど
。

　
同
協
会
は
将
来
、
タ
ガ
ロ

グ
酪
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
や
中

国
語
な
ど
の
対
訳
も
計
画
し

て
い
る

。０
に

。
今
回
は
英
、
Ｊ
琢
、
仏
語
各

三
百
部
合
わ
せ
て
九
百
郎
を

ア
ル
ペ
ン
組
織
委
員
会
弓

三
千
部
を
県
医
師
会
、
県
歯

科
医
師
会
、
市
町
村
を
週
じ

て
県
内
医
療
機
関
や
在
県
外

国
人
に
配
布
ず
る
。
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　平成５年１月２８日から２月８日まで計５名からなるチームが来日され日

本の医療事情を視察研修しました。非常に感銘を受けられ今後共に交流が続

けられることを希望されて帰国の途につかれました。
　余談になりますが、Dr.Somsakdi Dhanvarachorn(Directorof Mahasarakram

Hospital)から思いがけない話しを２つ聞くことができました。
　最初の話しは１９７８年にカンボジア難民が大挙して国境を越えてタイ国
内に流入した時に国境近くのアランヤプラテートのコミュニティ病院に勤務

中でこの事態に直面された貴重な経験でした。私達が１９７９年にカオイダ
ンの難民キャンプに訪れた時ほとんど同じ場所に居られたということです。
　次は１９９０年に湾岸戦争の時タイの医療チームの団長としてサウジアラ
ビアに派遣されたということでした。その時に私達はクルド／湾岸戦争被災
民救援活動としてイランでの救援医療活動に参加しました。
　最後に将来自由な時間ができた時にはＡＭＤＡのアジア多国籍医師団に参加

したいといっていただいたことを心強く思いました。

　(参加者〉
　　1)Lt.Gen. Yiem lntarakumhang　　　　　　　PresidentCPTA.Thailand

　　2)Dr. Somsakdi Dhanvarachorn M.D.　　　Director of Hahasakram Hospita1

　　3)Mrs.Buppha Dhanvachorn　　　　　　　　Dr.Somsakdi'swife

　　4)Ms. Saowalak Nakapongse　　　　　　　　Gynecologist

　　5)Ms.Patcharin Lamuntri　　　　　　　　　Nurse

　(視察研修内容)

　　1)Hospita1Administration
　　2)Surgery Especiallylnstruments

　　3)Postoperation Care

　　4)Surgery Ward

　　5)M.(IH.

　　6)Breast Feeding

　　7)Family Planning

　　8)Obstericsand Gynecology

　視察研修実施にあたりお世話になりました下記の関係者の方々にはこの紙

面をかりまして心からお礼を申し上げます。

　塩村繁中国労働衛生協会専務理事、笹山徳治国際交流サービス社長、三好

章福山市長、大田浩右福山医師会会長(大田記念病院理事長)、杉原茂夫福

山医師会事務局長、有正修道福山市民病院院長、片岡和男岡山済生会病院院

長、浜屋一雄岡山済生会病院院病理主任医長、黒住宗晴黒住教教主、林原株

式会社藤崎研究所の方々、及びその他の関係者の方々。
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(日刊)１９９３年（平成５年）２月２日（火曜日）

　
　
　
　
　
　
　
　
｛
　
　
　
　
　
霜
柱
瑞
…

咀
國
親
閲
膀

囲
語
語

　
タ
イ
人
医
師
ら
が

　
福
山
市
長
を
訪
問

　
　
　
　
医
療
技
術
を
視
察

　
医
療
技
術
視
察
の
た
め
、
福

山
市
を
訪
れ
て
い
る
タ
イ
北
部

の
国
立
マ
ハ
サ
ラ
ク
ラ
ム
病
院

の
ソ
ム
サ
ッ
ク
デ
ィ
・
ダ
ン
ヴ

ァ
ラ
コ
ー
ン
院
長
ら
医
師
、
看

護
婦
四
人
が
ｆ
日
、
福
山
市
役

所
に
三
好
市
長
を
訪
ね
た
。

　
ダ
ン
ヴ
ァ
ラ
コ
ー
ン
院
長
は

一
福
山
の
需
院
設
備
な
ど
に
つ
い

三
好
市
長
に
福
山
の
病
院

の
印
象
を
話
す
ダ
ン
ヴ
ァ

ラ
コ
ー
ン
院
長
（
左
端
）
ら

て
「
医
療
機
器
の
進
歩
や
技
術

の
高
さ
に
驚
い
た
。
実
際
に
手

術
も
見
学
で
き
て
参
考
に
な
っ

た
。
充
実
し
た
保
険
制
度
も
学

ば
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
話

し
た
。

　
院
長
ら
は
、
ア
ジ
ア
医
師
連

絡
協
議
会
（
本
部
岡
山
市
）
の

招
き
で
｝
月
二
十
六
日
に
来

回
。
福
山
市
内
の
協
議
会
顧
問

　
宅
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
な
が

　
ら
、
市
内
蔵
王
町
五
丁
目
、
福

　
山
市
民
病
院
、
沖
野
上
町
三
丁

四
目
、
大
田
記
念
病
院
な
ど
を
視

‐
‐
‐
察
し
た
。
今
後
、
岡
山
市
内
の

病
院
を
視
察
し
て
八
日
に
帰
国

寸
。

●●
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日
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岡山駅にて今後の交流を約束して



支援のお願い

　　　　　　　　　　　　代表　菅波茂

　留学生であると共に在日ＡＭＤＡ－Ｂａｎｇｌａｄｅｓｈのメンバーであ
る東京大学医学部第二外科所属ナイーム先生、九州大学医学部麻酔科所属ジ
ュナイド先生と琉球大学医学部外科所属ムアザム先生の三人がめでたく博士
課程を終了されてこの３月末に故国のバングラデシュヘ帰国されることにな
りました。帰国後直ちにジャパンーバングラデシューフレンドシップ病院設
立運営に向けて努力されることになりました。この病院はあくまで個人病院
ですが、運営が軌道にのった段階でＡＭＤＡ－Ｂａｎｇｌａｄｅｓｈの現地

活動センターの役割を果たしてもらうことになっています。従って、ＡＭＤ
Ａ－ＪａＰａｎとしてこの病院の設立運営が軌遵にのるように全面的に支援
をしていきたく考えています。会員及び関係者の方々の今までの多大なるご
支援に感謝申し上げますと共に今後の更なるご指導をよろしくお願い申し上

げます。

　　下記の物品に対してのご寄贈をよろしくお願い申し上げます。

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

17.

　　　機材　　　一一一一

Ｘ線、ＣＴ

電解質、血液ガス、血液成分、

血液カウントアナライザー

ＥＣＧ、否侵襲的モニター

麻酔器

超音波

ＧＩＦ

吸引器、電気メス

蒸気滅菌器

煮沸滅菌器

乾熱滅菌器と乾燥機

オートクレーブ

手術用機材

機材用トレイ

気化器（ハロセン）付の麻酔器

ポータブルタイプ

換気装置

アンビューゼット

否侵襲的モニター

　　（ＥＣＧ、ＢＰ、酸素飽和濃度）

メーカー

シマズ，ＣＥＣ，シーメンズ

Boehringer Mannheim，Corning，Medica，

Ce11 Dyn， Hualn，Coacter，Metertech

日本コウデン，フクダ

どのメーカーでもＯＫ，例えばAcoma

Aloka（他の機種もＯＫ）

オリンパス（他の機種もＯＫ）

どの機種でもＯＫ
μ
　
が

が
　
μ

が
　
々

アコマ（どの機種でもＯＫ）

アコマ（どの機種でもＯＫ）

どの機種でもＯＫ

日本コウデン、フクダ、日本コウリン

－59－
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60

　
　
「
自
分
た
ち
の
国
は
、
自
分

た
ち
の
力
で
良
く
し
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
」
－
こ
の
春

九
大
医
学
部
大
学
院
麻
酔
科
を

卒
業
す
る
ジ
ュ
ナ
イ
ド
・
シ
ャ

留学生３人
九大･東大･琉球大

高
給
よ
り
バ
ン
グ
ラ
の
た
め

病
院
を
開
く
の
は
、
ジ
ュ
ナ

フ
ィ
ッ
ク
さ
ん
（
三
二
）
ら
三
人
の
イ
ド
さ
ん
と
、
東
大
医
学
部
第

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人
留
学
生
二
外
科
の
サ
ル
ダ
ー
ル
・
ナ
イ

が
、
力
を
合
わ
せ
て
今
夏
、
首
ム
さ
ん
（
三
二
）
、
琉
球
大
医
学
部

都
ダ
ッ
カ
で
「
ジ
ャ
パ
ン
ー
バ
外
科
の
フ
ァ
イ
サ
ー
ル
・
ム
ア

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・
フ
レ
ン
ド
シ
ザ
ム
さ
ん
（
ご
）
。

ッ
プ
病
院
」
（
三
十
床
）
を
開
　
昨
年
十
月
、
大
使
館
を
通
じ

院
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
留
学
て
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
政
府
か
ら

生
の
ほ
と
ん
ど
が
外
国
で
就
職
開
院
許
可
が
下
り
、
病
院
の
施

し
て
し
ま
う
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
設
を
無
償
で
提
供
し
て
く
れ
る

で
は
初
め
て
の
ケ
ー
ス
。
「
日
こ
と
に
な
っ
た
。
三
月
末
に
帰

本
国
で
学
ん
だ
殴
は
仁
術
〃
　
国
、
さ
っ
そ
く
開
院
準
備
に
取

と
い
う
こ
と
を
実
践
す
る
の
は
り
掛
か
る
。
「
貧
し
い
人
た
ち

貧
し
い
母
国
し
か
な
い
」
と
三
の
た
め
に
、
初
め
は
週
一
日
を

年
前
、
三
人
で
決
め
た
約
束
を

実
現
す
る
。

無
料
に
、
軌
道
に
乗
れ
ば
ベ
ッ

ド
の
半
分
は
無
料
に
し
た
い
」

と
ジ
ュ
ナ
イ
ド
さ
ん
は
夢
を
語

帰国後､病院開設へ

　｢uJi1りぬ｣提供呼びかけ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
足
り
な
い
。

　
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
か
ら
日
本
　
ジ
ュ
ナ
イ
ド
さ
ん
や
支
援
者

に
医
学
生
と
し
て
留
学
、
今
春
ら
は
、
不
用
に
な
っ
た
Ｃ
Ｔ
ス

卒
業
す
る
の
は
約
十
人
。
し
か
キ
ャ
ナ
ー
、
麻
酔
器
、
手
術
用

し
、
三
人
以
外
の
ほ
と
ん
ど
は
、
機
材
、
滅
菌
器
な
ど
約
四
ト
九

給
料
が
高
い
日
本
や
ア
メ
リ
力

な
ど
で
就
職
す
る
と
い
う
。

　
三
月
に
三
人
が
帰
国
す
る
ま

で
の
最
大
の
課
題
は
、
治
療
の

た
め
の
機
材
の
調
達
。
三
人
の

た
め
に
、
東
京
で
は
、
民
間
か

ら
無
償
提
供
の
ベ
ッ
ド
三
十
台

を
す
で
に
現
地
に
輸
送
、
福
岡

県
内
の
個
人
病
院
な
ど
も
機
器

提
供
を
申
し
出
て
い
る
。
が
、

三
人
の
技
術
を
十
分
に
生
か
し

て
治
療
を
行
う
に
は
機
器
は
ま

自国に病院を開くバングラデシ
ュの九大留学生ジュナイド・シ

ャフィツクさん

種
類
の
提
供
を
呼
び
掛
け
て
い

る
。
機
器
提
供
の
連
絡
先
は
口
口

ｏ
９
２
（
６
４
１
）
１
５
１

内
線
２
６
１
３
九
大
医
学
部

麻
酔
科
。
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18.

19.

　
俸
　
・
　
・
　
争
　
Ｉ
　
一
　
・
　
Ｉ
　
・

０
１
２
３
４
５
６
７
８

２
２
２
２
２
２
２
２
２

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

　
・
　
一
　
－
　
一

２
３
４
５

４
４
４
４

46

47

48

49

50

51

52

53

54

　　　機材　　　----

注射ポンプ

点滴ポンプ

点滴ウォーマー

血液ウォーマー

吸引ユニット

電気メス（ＢＯＢＹ）

ネブライザー付の酸素ミキサー

ウォーターバス

簡易モービルＸ線（30mA/50mA）

X線（300mA/500mA）

超音波

ガストファイバースコープ

ＥＣＧマシーン

血液成分アナライザー

電解アナライザー

血液カウントアナライザー

血圧計（常備用）

シルバースパイクシステム（ＳＳＰ）

ＴＥＮＳ

ホットバック

分光器

色素計

呼吸機能モニター

血液グルコース測定器

ウォーターバス

気管内麻酔セット

ウォーターマット

遠心器

コピー機

電気毛布

折り畳み式車椅子

双眼顕微鏡

臨床用体温計

Memmertオーブン

コンピューター（プリンター忖）

電動式はかり

救急車

　　　　　メーカー

テルモ（どの機種でもＯＫ）

ＩＶＡＣ（どの機種でもＯＫ）

ＡＮＩＭＥＣ（どの機種でもＯＫ）

カワサキ（どの機種でもＯＫ）

ミズノ（どの機種でもＯＫ）

ＩＮＳＰＩＲＯＮ（どの機種でもＯＫ）

サクラ（どの機種でもＯＫ）

シマズ、シーメンス、ＧＥＣ

シマズ、シーメンス、ＧＥＣ

ＡＬＯＫＡ（どの機種でもＯＫ）

オリンパス（どの機種でもＯＫ）

フクダ、日本コウデン

Boehringer、Cornig、Human

Cornig、Medica、Boehringer

Ce11 DYN

どの機種でもＯＫ

ＴＲＩＭＩＸ

オムロン

ナショナル

メテロテック
ＥＲＮＡ

フクダ（どの機種でもＯＫ）

ＲＥＦＬＯＬＵＸ（どの機種でもＯＫ）

サクラ（どの機種でもＯＫ）

ＡＣＯＭＡ（どの機種でもＯＫ）

ハマ（どの機種でもＯＫ）

どの機種でもＯＫ
ガ
　
ガ

μ
　
が

μ
　
が

マッキントッシュ、ＩＢＭ

どの機種でもＯＫ
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１９９８年(平成５年)日月２日　　火曜日

豆⊆F　　　I≡1　　じ串こ･　j衆斤　　丿腎X

反
響
の
手
紙
を
前
に
支
援
者
と
喜
ぶ
ジ
ュ
ナ
イ
ド
さ
ん
（
左
）

母国に病院開設計画の

　　　バングラ留学生

　
母
国
に
戻
っ
て
病
院
を
関
く

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人
留
学
生
三

人
の
熱
意
に
市
民
や
医
療
関
係

者
ら
が
感
動
、
三
人
の
元
に
機

器
や
現
金
が
続
々
と
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
知
人
や
本
紙
の
紙
面

を
通
じ
て
機
器
の
提
供
を
呼
び

掛
け
た
九
大
医
学
部
麻
酔
科
の

ジ
ュ
ナ
イ
ド
・
シ
ャ
フ
ィ
ッ
ク

さ
ん
（
三
二
）
は
「
こ
れ
で
、
日
本

で
学
ん
だ
技
術
が
母
国
で
生
か

せ
る
」
と
喜
ん
で
い
る
。

　
一
日
ま
で
の
支
援
の
申
し
出

は
十
件
。
福
岡
市
円
の
病
院
や

医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
か
ら
腹
部

エ
コ
ー
、
内
規
鏡
カ
メ
ラ
、
心

医療機器や現金

　提供申し出続々
電
図
機
械
な
ど
の
提
供
が
あ
っ

た
ほ
か
百
本
で
は
忘
れ
ら
れ

つ
つ
あ
る
威
は
仁
術
〃
と
い

う
言
葉
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ

た
」
と
現
金
を
寄
せ
た
福
岡
県

筑
紫
野
市
の
主
婦
も
。

　
束
大
の
サ
ル
ダ
ー
ル
・
ナ
イ

ム
さ
ん
２
二
）
と
琉
球
大
の
フ
ァ

イ
サ
ー
ル
・
ム
ア
ザ
ム
さ
ん

言
ら
の
元
に
も
、
ベ
ッ
ド
や
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
が
寄
せ
ら

れ
て
お
り
、
ジ
ュ
ナ
イ
ド
さ
ん

は
「
三
人
の
気
持
ち
に
こ
れ
だ

け
の
設
備
が
あ
れ
ば
十
分
や

っ
て
い
け
る
。
三
月
末
に
帰

国
し
た
ら
早
速
、
準
備
を
始

め
ま
す
」
と
張
り
切
っ
て
い

る
。
　
機
器
提
供
の
連
絡
先
は
０
９

２
（
２
７
１
）
５
８
５
８
＝
石

原
内
科
領
頚
器
科
病
院
・
永
松

さ
ん
。
寄
金
の
振
り
込
み
は
西

日
本
銀
行
博
多
支
店
・
階
通
！

０
７
９
５
３
７
＝
「
ジ
ャ
パ
ン

・
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・
フ
レ
ン

ド
シ
ッ
プ
病
院
」
代
表
ジ
ュ
ナ

イ
ド
・
シ
ャ
フ
ィ
ッ
ク
＝
へ
。
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　　　　　　　　　　　　　　岩井くに先生

　私がこの陸前高田市広田町に赴任して初めての冬が過ぎ去ろうとしています．今

年は暖冬といわれ，梅も椿も早々と咲き始めたのですが，２月に入ると今までの上

天気がうそのような雨と雪の日が続き，スパイクタイヤが禁止された本県では板金

塗装屋が大繁盛だそうです．ＡＭＤＡ岩手では昨年末，岩手県国際交流協会からア

ルペンスキー世界選手権大会の協力事業の一環として外国人医療ハンドブックを作

りたいという話が舞い込み，私の新年はワープロの前で始まりました．協会では昨

年の外国人医療実態調査で当県での外国人受診者の半数以上は無保険者であった事

実をふまえ，保険の加入方法は県の担当課に出向いてチェックを依頼し，校正に次

ぐ校正を重ねたため，一時は大会に間に合うかと危ぶまれました，が，協会事務局

長自ら袋詰めをするという努力の結果，大会直前に英，独，仏のハンドブックが完

成しました．このハンドブヅクは世界選手権組織委員会のみならず，県内の医療機

関，希望者に配布され，なかなかの評価をいただきました．（私のところに数部あ

りますので，ご希望の方はご連絡下さい．）

　さて，そのアルペンスキー世界選手権大会ですが，岩井は代診医をお願いして，

仕事をさぼり，メディカルコントロールステーション（ドーピング検査部門）へ参

加しました．当初の目的はドーピング検査を実際に見るということでしたが，その

印象はとにかく書類が多く，手順の説明（実際に検体を扱うのは選手やチーム役員

で，私たちは触らない）が難しい！言葉で言うより手振り身振りの方がずっとよく

理解される事実にガヅクリしたのですが，メディカル担当の公式通訳の方に英文診

断書の作成から，夜間の急患の通訳，はては未収金の取り立てにまで同行させてい

ただき，外国人医療を少し実体験しました．

　悪天候にたたられたアルペンスキー世界選手権大会も終わり，春の訪れとともに

岩手では，２つのプロジェクトが動きだしました．まず，日－バングラデシュ友好

病院設立のための中占医療器械輸送計画ですが，いよいよ器械をバングラデシュに

輸送することになりました，快く器械を譲っていただいたうえ，ずっと保管してく

ださっていた県立宮古病院の方々と器械の保守・点検をしていただいた株式会社共

立医科器械の高橋さんには本当にお世話になりました，あと犀契約が終るまでこの

円高が続いてくれることを祈るばかりです．もう一つは外国人医療実態調査の在住

外国人へのアンケートで，日，英，韓，中，フィリピノの各言語のアンケートが完

成し，発送が始まろうとしています．在住外国人の一人でも多くにアンケートを届

けたいので連日「誰かご存じの外国人の方はいませんか．」とネズミ請の勧誘まが

いの電話をかけまくっており，所長室は切手とコピーと封筒が散らかり放題で，掃

除のおばさんが「どこからゴミなのかわからない．」とこぼすほどの惨状です．い

ったいどんな回答が追ってくるのか，期待と不安が交じった気持ちで宛名書きをし

ています.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－63－
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黎民置茫
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町
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国
保
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田
診
療
所
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井
く
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さ
ん
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一
が
、
現
地
に
医

療
機
器
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送
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に
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加
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ジ
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医
師
連
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Ｄ
Ａ
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な
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手
術
台
な
ど
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機
器
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供
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け
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れ
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県立宮古病院が提供する医療機器

　
Ａ
Ｍ
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Ａ
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イ
の
カ
ン
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昭
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よ
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イ
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る
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早
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す
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療
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Ｍ
Ｄ
Ａ
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。
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Ｍ
Ｄ
Ａ
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ラ
デ
シ

ュ
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部
の
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供
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築
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病
院
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。
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院
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し
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設

備
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要
に
な
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た

手
術
台
や
手
術
用
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イ
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基
、
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ん
台
、
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ン
グ
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デ
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れ
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三
月
末
に
横
浜
港
か
ら
同
国

に
向
か
う
が
、
友
好
病
院
は
今

夏
を
メ
ド
に
首
都
ダ
ヅ
カ
郊
外

に
設
立
さ
れ
る
予
定
だ
。

　
岩
井
さ
ん
は
「
バ
ン
グ
ラ
デ

ー
シ
ュ
は
外
科
が
遅
れ
て
い
る

Ｓ｀

が
、
三
人
の
う
ち
二
人
が
外
科

医
。
日
本
で
準
ん
だ
技
術
を
生

か
し
て
先
端
医
療
に
取
り
組
む

と
言
っ
て
お
り
、
医
療
レ
ベ
ル

が
向
上
す
る
の
に
違
い
な
い
」

と
話
し
て
い
る
。

メディカルコントローアルペンスキー大会

ルステーションの面々
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前略

ペトナム便り

　遠田　耕平先生

ハノイＷＨＯ支局勤務

皆様、お元気ですか。現在ベトナムのハノイにいます。数日前に着いたばかりで、まだ

十分に事情をのみこんでいませんが、まずとにかく寒いです。東京の晩秋のようで人々

はジャンパーに毛糸の帽子で身を包み、足早に行き交っています。僕は東京を出る時、

あんなに痩せ我慢をしてなるべく薄着をしてきたのに、今はかろうじて持って来たトレ

ーナーを着て、スカーフを首に巻いて、夜は靴下をはいて、毛布にくるまっている始末　

ｆ●

です。明日は軍隊のおさがりのジャンパーでも探しに行こうと思っています。半年ぶり

のハノイは相変わらず自転車の波ですが、この数カ月の間に古いホテルは壊され、新装

開店の小さなホテルやレストラン、事務所がまた一段と増えたようです。もちろん、一

般の人々の生活は相変わらず、ひどく質素で貧しいのですが、それでも外見は日に日に

物も人も新しくなぷていくような感じの不思議な街です。

　僕の仕事は拡大予防接種計画と呼ばれるＷＨＯのプロジェクトで、特に小児麻蝉（ポ

リオ）根絶の為に力を入れて働くことになっています。ハノイには僕より半年早く着任

したフランス人の疫学の専門家Drモリニエールがいて、ハノイの保険省とともに北部を

中心に活動しています。僕は15か月後にホーチミン市（サイゴン）へ行き､パスツール研

究所にデスクをもらって、南を中心に活動する予定になっています。まずは１か月あい

だシニアのDrモリエールが仕事、生活の両面から適切なアドバイスをくれることでしょ

う。ともあれ、データ処理のために不慣れなコンピュータソフトを覚えることから、ワ

クチン購入の資金集めに、これはまた不慣れな大使館の交渉、さらにポリオ根絶のワー

クショップの準備などまだ落ち着く先も決まらない不安感も手伝って、着任早々、少々

胃が痛くなっています。それでもベトナムのスタッフの多くはひどく安い給料にもかか

わらず、根気強く、地道に働き、助け合っていく気質があるので、救われ、教えられま

す。僕自信の活動資金や移動費の調達など基本的な問題がまだ解決しておらず、きちん

と動き出すまでには、しばらく時間がかかりそうです。

朝は早起きして、街の中心にあるホアンイキェム池のまわりを5～6km走って、道端の

向こうだファーをかきこみ、夜は女房と子供達のことをひたすら思って心身のバランス

を保っている次第です。ホーチミン市へ移動したら、またご一報致します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　草々
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１゛

１゛

AMDA事務局便り

　　梅の花が咲く頃、ＡＭＤΛ事務局も新しいメンバーが増え、張り切っています。
一足先に春が来たという感じです。
　　　　　　　　　　　　　　　＜事務局スタッフの紹介＞
☆菅波茂　（ＡＭＤＡ代表）診察のかたわらＡＭＤＡの仕事もこなすスーパーマン。そ
のパワーは誰にも真似ができません。大きな夢を持ってみんなを引っ張って行くＡＭＤＡ
の大黒柱でいらっしゃいます。
☆山本秀樹（事務局長）岡山大学公衆衛生教室にお勤めのかたわら、ＡＭＤＡの仕事を
なさっています。朝事務所に来ると、前日夜中に来られた山本先生の形跡が残っているこ
とが・ ●　●

☆成沢貴子（情報出版局長）タイの難民キャンプで活動されたり、ＮＧＯの事務局経験も
あり、ＡＭＤＡにとって心強い存在です。就任早々、ネパールに出張中。
☆岡崎清子（非常勤）以前からＡＭＤＡにお勤め。穏やかな感じの方なのでまわりからお
母さんのように慕われています。得意の写真は趣味の領域を越えセミプロ級です。虫やか
えるが大好きだという無邪気な一面も。
☆片山新子（非常勤）りんごみたいなほっぺのＡＭＤＡのアイドル。ボランティアとして
ＡＭＤＡに顔を出すようになって１か月。車で一時間の道程を通って来る熱心さには頭が
あがりません。今は非常勤としてフィリピンのプロジェクトを担当しています。
☆清輔幸子（非常勤）２月末からＡＭＤＡの経理を担当しています。みんながいやがる（と
いうか、誰もできない）会計処理を次々とこなして下さいます。家では３児のお母さん。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文責：岡崎、片山）
！山山川会費納入のお願い山！山川

Ｅ)９２年度までの会費未納の方、至急納入お願い致します。
⊃Ａの海外での活動と事務局の管理運営は皆様の会費によって支えられています。
辰り込み先：郵便振替　岡山５－４０７０９　加入者名：アジア医師連絡協議会

　１９９
ＡＭＤＡ

　　振り

　好評発売中

①「１１か国語　診察補助表Ｊ　ＡＭＤＡ国際医療情報センター編

　　実際の診療の流れにそって「受付にて」、「患者から医師へ」「医師から

　　患者へ」の３部より構成。

　　　日本語と外国語の併記により外国人患者の診察にすぐに役立ちます。英

　　語、スベイン語、ポルトガル語、韓国語、中国語、タガログ語、タイ語、

　　ベトナム語、カンボジア語、ラオス語、ペルシャ語の１１か国語版１組送

　　料とも５０００円。ご購人は電話でセンターまで。

②「６か国語対応　外国人にも利用できる日本の医療・福祉制度ガイド」

　　センター所長　小林米幸著　中山書店　消費税込み３０００円　三省堂本

　　店、八重洲ブックセンターでお買い求めいただけるほか、お近くの本屋で

　　お取り寄せもできます。救急車の使い方から適用される各種制度まで日本

　　語、韓国語、中国語、英語、スペイン語、ポルトガル語でやさしく解説。

　　外国人のほか、外国人を受け入れている企業、学校、支援団体必携の書。

③「医師・医療従事者のための外国人患者診療ガイドブック」

　　センター所長　小林米幸著　（株）ミクス　消費税込み２０００円　外国

　　人を迎える医療機関、医師、看護婦、ソーシャルワーカー必読の書。外国

　　人の医療に精通した諸問題の解説から、受付、外来、入院での対応、外国

　　人が適用される制度までを述べたもの。お問い合わせは各医学書専門店ま

　　たは（株）ミクス（雪東京03-3294-8701、大阪06-726-1626）

④「世界をめぐる精神医学」

　　ジュリアン・レフ著　森山成排、朔　元洋訳

　　税込み、５８５０円　星和書店　1991年

　　　　　　　　　　　　　　　　－66－



八刈DA.国際医療情報センター

　平成４年度運営協力者
　　　(順不同敬称略)

　以下の方々にご協力頂いています。有難うございます。

個人、団体
　　　岩淵　千利／満江（神奈川県）、永井輝男、長島　隆久（東京）

　　　中山　れん太、カトリック東京教区インターナショナルデー委員会

　　　松原　雄一

医療機関

　　　青梅慶友病院、町谷原病院、河北総合病院、高岡クリニック、山田皮膚科

医院、富士見病院（東京）、小林国際クリニック（神奈川県）、井上病院（千葉）

福川内科クリニヽソク（大阪府）、ジャパングリーンクリニック（シンガポール／

英国）、沖縄セントラル病院（沖縄県）　　　　　　以上年間1､2万円

で会Fﾈ士

三共㈱、昭和メディカルサイエンス㈱、富士コカコーラボトヽリング㈱

フアルマーマーケティングサーベィ研究所、三井物産、（有）都商会、グラクソ

三共㈱、大鵬薬品工業㈱、㈱医泉、薬樹㈱、ジョンソンエンドジョンソン

メディカル㈱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上年間j.2万円

大森薬品㈱、カネボウ㈱、柳本印刷㈱　　　　　　　年間５万円

興和新薬㈱、日本新薬㈱　　　　　　　　　　　　　　年間３万円

アイシーアィフアー･マ㈱、キッセイ薬品工業（株）

国際婦人福祉協会　　　　　　パーソナルコンピューター及びプリンター寄贈

　　☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆

　　　　　　　　募金のお願い

ＡＭＤＡの活動をより充実させていくために皆様からの募金を

お願いしております。各プロジェクトヘの募金と共に、
海外での活動を陰で支える事務局の管理運営費にもご協力お願い

申し上げます。

☆＜各プロジェクト郵便振替口座＞
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆

ソマリア難民緊急救援医療プロジェクト
　　番号　岡山１－３１０５６　名称　ＡＭＤＡソマリア難民

ブータン難民緊急救援医療プロジェクト
　　番号　岡山６－３９７４　名称　ＡＭＤＡブータン難民

　カンボジア難民本国帰還緊急対応医療プロジェクト
　　番号　岡山７－１５６１３　名称　ＡＭＤＡカンボジア難民

☆くＡＭＤＡ管理運営費募金用郵便振替口座＞

☆　　　番号　岡山５－４０７０９

☆　　　名称　アジア医師連絡協議会

☆　　　＊振り込み用紙裏面の通信欄に募金種目を明記願います。

☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

　　　　　　　　　　　　　　　　　－67－
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